
No.121 4
月号

町広報

～煌く海、瞳輝く、実りのまち～
きらめ

企画・編集/小豆島町企画財政課 2016年４月１日発行

………………………　P2

…　P4
…　P6

…………　P7
………………………P10

……………………………P13
………………………P14

………………………………P18
…P19

………………………P21
………………P22

〒761－4388　香川県小豆郡小豆島町池田2100－4　TEL0879－75－1800　FAX0879－75－1500
http://www.town.shodoshima.lg.jp/　E-mail　olive-kikaku@town.shodoshima.lg.jp 

● 平成28年度施政方針
● 平成28年度から
　　軽自動車税の税率が変更になります
● 町長の「八日目の蟬」記　セレクション
● 小豆島町で活動する
　　「小豆島町地域おこし協力隊」
● 子どもの健康相談室
● 統合高校情報室
● オリーブ栽培ごよみ
● まちのわだい
● くらしの情報・英語で小豆島を紹介しよう！
● くらしのカレンダー
● 小豆島を元気に！私の提言

「小豆島中央病院が　
　　　開院します」

～小豆島中央病院竣工式＆内覧会～
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（
は
じ
め
に
）

　

小
豆
島
町
が
誕
生
し
て
10
年

と
な
り
ま
す
。
私
は
、
小
豆
島

町
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
と
実
感

し
て
い
ま
す
。
こ
の
10
年
、
課

題
は
山
積
し
て
い
ま
し
た
が
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
課
題
に
向
き

合
い
、
一
歩
一
歩
で
は
あ
り
ま

す
が
、
着
実
に
前
進
す
る
こ
と

が
で
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。

　

島
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
取
り

組
む
べ
き
課
題
に
つ
い
て
も
、

少
し
で
す
が
、
展
望
が
開
け
よ

う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。

　

今
年
は
、
小
豆
島
町
と
小
豆

島
に
と
っ
て
大
切
な
年
で
す
。

も
ち
ろ
ん
毎
年
、
ど
の
年
も
大

切
な
の
で
す
が
、
今
年
は
と
り

わ
け
大
切
な
年
に
な
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
人
口

減
少
を
は
じ
め
大
き
な
課
題
を

豆
島
か
ら
二
次
医
療
を
担
う
病

院
が
な
く
な
っ
て
い
た
と
思
い

ま
す
。
新
し
い
病
院
は
、
小
豆

島
の
医
療
を
確
保
す
る
上
で
重

要
な
だ
け
で
な
く
、
小
豆
島
が

こ
れ
か
ら
発
展
し
て
い
く
基
盤

に
な
る
も
の
で
す
。
医
療
が
あ

っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
が

開
け
て
く
る
は
ず
で
す
。
島
民

み
ん
な
の
力
で
新
し
い
病
院
を

成
功
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
二
に
、
来
年
４
月
に
開
校

す
る
小
豆
島
中
央
高
校
の
準
備

を
進
め
る
の
が
今
年
で
す
。
島

の
未
来
を
担
う
若
者
が
逞
し
く

育
つ
高
校
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で

す
。
小
豆
島
高
校
が
、
春
の
全

国
選
抜
高
校
野
球
大
会
に
初
め

て
出
場
す
る
こ
と
は
、
新
し
い

高
校
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
、
高
校
だ
け
で

な
く
、
小
豆
島
の
教
育
の
こ
れ

か
ら
に
つ
い
て
、
大
い
に
議
論

を
し
て
方
向
づ
け
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

第
三
に
、
３
月
20
日
か
ら
三

回
目
の
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
芸
術
祭
は
、

小
豆
島
の
魅
力
と
可
能
性
を
私

た
ち
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
、
小

豆
島
の
魅
力
と
可
能
性
を
日
本

と
世
界
に
発
信
す
る
、
大
切
な

機
会
に
な
る
は
ず
で
す
。

　

第
四
に
、
病
院
と
高
校
の
オ

ー
プ
ン
、
芸
術
祭
の
開
催
な
ど

に
あ
わ
せ
て
、
小
豆
島
の
バ
ス

の
運
賃
、
路
線
な
ど
が
刷
新
さ

れ
ま
す
。
公
共
交
通
の
見
直
し

は
、
小
豆
島
の
可
能
性
を
引
き

出
し
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

　

私
に
と
っ
て
、
ふ
る
さ
と
の

小
豆
島
に
戻
り
、
今
年
は
７
年

目
と
な
り
ま
す
。
小
豆
島
を
元

気
に
し
た
い
と
の
私
の
思
い
は
、

ま
だ
道
半
ば
で
す
。

　

先
般
発
表
さ
れ
た
国
勢
調
査

の
速
報
値
で
は
、
こ
の
５
年
間

も
、
小
豆
島
の
人
口
減
少
の
ス

ピ
ー
ド
が
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、

小
豆
島
町
は
県
内
の
自
治
体
の

な
か
で
最
も
人
口
減
少
率
が
高

い
も
の
で
し
た
。

　

こ
れ
を
見
る
限
り
、
小
豆
島

の
危
機
は
何
も
改
善
さ
れ
て
い

な
い
と
も
い
え
ま
す
。
し
か
し
、

こ
こ
数
年
、
移
住
者
、
特
に
若

い
移
住
者
が
多
い
と
い
う
、
明

る
い
兆
し
も
見
え
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　

昨
年
10
月
に
「
地
方
創
生
」

に
関
連
し
て
、
将
来
の
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
を
ま
と
め
ま
し
た
。
今

後
と
も
毎
年
人
口
の
１
％
に
あ

た
る
１
０
０
人
ほ
ど
の
移
住
者

が
続
く
と
仮
定
す
る
と
、
２
０

６
０
年
で
も
、
人
口
は
１
万
人

を
キ
ー
プ
し
、
何
よ
り
も
人
口

構
成
の
バ
ラ
ン
ス
が
維
持
さ
れ
、

高
齢
化
が
今
く
ら
い
に
抑
え
ら

れ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

人
口
が
減
少
す
る
こ
と
に
よ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
弊
害
が
生
ま

れ
ま
す
が
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の

通
り
、
人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド

を
少
し
緩
和
で
き
れ
ば
、
小
豆

島
の
魅
力
と
可
能
性
を
守
り
、

磨
き
、
活
か
し
て
い
け
る
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
小
豆
島
の
こ

れ
か
ら
は
、
自
分
た
ち
の
こ
と

は
自
分
た
ち
の
知
恵
と
力
で
解

決
す
る
と
い
う
強
い
意
思
を
も

っ
て
、
正
し
い
政
策
、
施
策
を

着
実
に
、
地
道
に
や
っ
て
い
き

さ
え
す
れ
ば
、
可
能
性
に
満
ち

た
も
の
だ
と
私
は
確
信
し
て
い

ま
す
。

　
（
健
康
づ
く
り
）

　

小
豆
島
の
最
大
の
課
題
の
ひ

と
つ
は
、
二
つ
の
公
立
病
院
の

医
師
不
足
の
解
消
と
経
営
赤
字

の
改
善
で
し
た
。
小
豆
島
の
人

口
規
模
で
は
、
二
つ
の
病
院
を

一
つ
に
し
、
医
師
を
こ
こ
に
集

中
し
、
経
営
を
改
善
す
る
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。

　

幸
い
、
島
民
の
皆
さ
ん
の
合

意
が
得
ら
れ
、
ま
た
香
川
県
、

香
川
大
学
な
ど
が
全
面
的
に
応

援
し
て
い
た
だ
き
、
こ
の
４
月

か
ら
小
豆
島
中
央
病
院
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。

　

新
し
い
病
院
は
、
小
豆
島
の

医
療
提
供
の
中
心
で
あ
る
だ
け

で
な
く
、
小
豆
島
全
体
の
「
地

域
包
括
ケ
ア
」
を
実
現
す
る
中

心
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。「
地
域
包
括
ケ
ア
」
と
は
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

く
た
め
の
す
べ
て
の
施
策
を
総

平
成
28
年
度

　施
政
方
針

抱
え
る
小
豆
島
が
、
今
年
、
課

題
を
克
服
す
る
一
歩
を
記
す
こ

と
が
で
き
る
年
に
な
る
と
考
え

る
か
ら
で
す
。

︱
小
豆
島
を
21
世
紀
の

日
本
と
世
界
の
「
希
望
の
島
」
に
︱

　

平
成
28
年
第
1
回
定
例
町
議
会
が
2
月
25
日
か
ら
3
月
16
日
ま

で
開
催
さ
れ
、
2
月
25
日
の
定
例
会
冒
頭
で
、
塩
田
町
長
が
町
政

運
営
に
対
す
る
基
本
姿
勢
と
な
る
平
成
28
年
度
施
政
に
関
す
る
所

信
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
施
政
方
針
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
施
政
方
針
の
全
文
は
、
別
冊
保
存
版
と
し
て
本
紙
に
折

り
込
ん
で
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
お
読
み
く
だ
さ
い
。

小豆島がこれから発展していく基盤になる
小豆島中央病院

　

第
一
に
、
小
豆
島
中
央
病
院

が
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

何
も
し
な
い
で
い
た
ら
、
内
海

病
院
も
、
土
庄
中
央
病
院
も
成

り
立
た
な
い
よ
う
に
な
り
、
小
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括
す
る
も
の
で
す
。
健
康
づ
く

り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
、
在
宅
医

療
、
住
ま
い
、
高
齢
者
が
活
躍

で
き
る
場
づ
く
り
な
ど
す
べ
て

を
含
む
も
の
で
す
。

　
（
子
育
ち
・
人
づ
く
り
）

　

小
豆
島
は
、
子
育
ち
と
人
づ

く
り
、
そ
し
て
文
化
の
面
で
、

　
「
希
望
の
島
」
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
、

小
豆
島
高
校
野
球
部
が
「
21
世

紀
枠
」
出
場
校
に
選
ば
れ
、
春

の
全
国
選
抜
高
校
野
球
大
会
に

初
め
て
出
場
す
る
こ
と
は
、
画

期
的
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

さ
ん
の
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
議
論
し
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の

課
題
を
解
決
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
（
産
業
づ
く
り
）

　

来
年
度
は
、
小
豆
島
の
産
業

の
活
性
化
に
向
け
て
、
島
の
内

外
の
有
識
者
の
知
恵
と
力
も
借

り
て
、
民
間
の
事
業
者
の
皆
さ

ん
と
、
活
性
化
策
を
本
格
的
に

検
討
し
、「
商
工
業
振
興
計
画
」

を
策
定
し
、
実
行
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
元
の
産
業
関
係
者
だ
け
で

な
く
、
小
豆
島
出
身
の
世
界
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
企
業
家
を
は

じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
と
識

見
を
持
つ
皆
さ
ん
の
知
恵
と
力

を
結
集
し
ま
す
。
若
く
企
業
家

精
神
に
あ
ふ
れ
た
人
材
の
登
場

と
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
（
農
業
の
再
生
と
復
権
）

　

農
業
を
は
じ
め
と
す
る
一
次

産
業
の
再
生
と
復
権
は
、「
地
方

創
生
」
の
本
質
的
な
課
題
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

高
齢
化
の
進
展
は
、
医
療
費

や
介
護
費
を
増
大
さ
せ
、
社
会

保
障
を
持
続
す
る
こ
と
が
難
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。
ア
ク
テ
ィ

ブ
な
高
齢
者
が
一
次
産
業
の
分

野
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
、
健

康
づ
く
り
に
も
な
り
、
一
次
産

業
の
再
生
と
復
権
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
ど
う
し
た
ら
そ
れ
が

可
能
に
な
る
か
真
剣
に
検
討
し
、

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
（
文
化
・
ア
ー
ト
総
合
戦
略
）

　

今
年
は
、
瀬
戸
内
国
際
芸
術

祭
２
０
１
６
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
の
芸
術
祭
で
は
、
小
豆

島
町
全
域
で
ア
ー
ト
が
展
開
さ

れ
ま
す
。
今
回
の
取
組
み
は
、

　
「
小
豆
島
町
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

小
豆
島
町
が
目
指
す
未
来
と

は
、
こ
ど
も
た
ち
が
輝
き
、
地

域
社
会
で
人
々
が
助
け
あ
い
、

豊
か
で
多
様
な
地
場
産
業
も
あ

る
、
持
続
可
能
な
社
会
の
姿
で

す
。
芸
術
祭
が
、
そ
の
き
っ
か

け
に
な
る
と
私
は
考
え
て
い
ま

す
。

　

小
豆
島
に
は
、
素
晴
ら
し
い

自
然
、
文
化
、
伝
統
、
産
業
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

江
戸
時
代
に
始
ま
っ
た
醤
油
づ

く
り
や
石
の
文
化
は
、
日
本
遺

産
や
世
界
遺
産
と
し
て
の
価
値

が
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　
（
交
通
の
復
権
）

　

島
内
の
交
通
に
つ
い
て
は
、

自
家
用
車
が
普
及
す
る
一
方
、

公
共
交
通
で
あ
る
バ
ス
の
運
賃

が
高
く
な
り
、
乗
客
が
減
る
と

い
う
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
ま
し

た
。
幸
い
小
豆
島
中
央
病
院
の

開
設
、
小
豆
島
中
央
高
校
の
開

校
を
機
会
に
、
運
賃
の
大
幅
値

下
げ
、
路
線
の
再
編
な
ど
、
公

共
交
通
の
抜
本
的
な
見
直
し
に

つ
い
て
、
島
民
の
皆
さ
ん
の
合

意
が
得
ら
れ
、
３
月
20
日
の
瀬

戸
芸
の
開
会
に
合
わ
せ
て
、
実

行
に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
（
国
際
交
流
・
移
住
）

　

小
豆
島
が
元
気
に
な
っ
て
い

く
上
で
、
新
た
な
視
点
、
新
た

な
発
想
、
新
た
な
力
も
不
可
欠

で
す
。
国
際
交
流
や
移
住
者
の

皆
さ
ん
が
、
小
豆
島
の
魅
力
と

可
能
性
を
拓
い
て
く
れ
る
と
思

い
ま
す
。

　

移
住
者
の
提
案
と
行
動
か
ら

空
き
家
・
空
き
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
始
ま
り
ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ト
ッ
テ
ィ
が
設
立
さ
れ
、
空
き
家

バ
ン
ク
サ
ポ
ー
ト
、
空
き
地
バ
ン

ク
の
運
営
、
体
験
移
住
の
家
運

営
な
ど
、
移
住
者
支
援
の
さ
ま

ざ
ま
な
取
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
（
防
災
対
策
、
人
権
問
題
、

社
会
資
本
整
備
）

　

漁
港
・
港
湾
の
高
潮
・
津
波

対
策
、
住
ま
い
の
耐
震
改
修
、

避
難
路
の
整
備
な
ど
、
ハ
ー
ド

面
で
の
対
策
に
加
え
、
地
域
防

災
訓
練
の
実
施
や
災
害
物
資
の

備
蓄
な
ど
ソ
フ
ト
面
の
充
実
も

行
い
、
大
規
模
災
害
へ
の
備
え

を
万
全
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
を
解
決

し
て
い
く
上
で
、
同
和
問
題
の

早
期
解
決
や
男
女
共
同
参
画
の

実
現
は
、
と
て
も
大
切
な
テ
ー

マ
で
す
。「
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
」
を
つ
く
り
、
各
種
の
講

演
会
や
交
流
事
業
を
実
施
す
る

な
ど
、
人
権
啓
発
を
強
力
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

甲子園初出場を決めた
小豆島高校野球部

運賃や路線など公共交通の
抜本的な見直しが行われます

　

小
豆
島
町
の
こ
れ
か
ら
の
教

育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
昨

年
か
ら
設
置
さ
れ
た
小
豆
島
町

総
合
教
育
会
議
を
中
心
に
し
て
、

教
育
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
町

民
を
は
じ
め
、
広
く
内
外
の
皆

　
（
自
然
・
環
境
）

　

小
豆
島
の
魅
力
は
何
と
い
っ

て
も
１
０
０
０
万
年
の
浸
食
で

で
き
た
寒
霞
渓
、
そ
し
て
瀬
戸

内
の
海
な
ど
自
然
・
環
境
に
あ

り
ま
す
。

　

寒
霞
渓
や
皇
子
神
社
社
叢
な

ど
、
小
豆
島
の
貴
重
な
自
然
と

環
境
を
学
び
、
守
り
、
活
用
す

る
取
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　

産
官
学
民
の
共
同
に
よ
る
里

海
・
里
山
再
生
を
研
究
し
ま
す
。

空
き
地
、
空
き
家
の
活
用
に
よ

る
地
域
環
境
の
再
生
に
取
り
組

み
ま
す
。
一
般
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
事
業
を
行
い
ま
す
。
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～平成28年度から軽自動車税の税率が変更になります～
地方税法の改正により、原動機付自転車および二輪車、軽自動車の一部車両の税率が変更になります。

注）13年経過（重課）の税率が適用される年度について
初度検査年月

平成14年12月まで 平成28年度から
13年経過の税率が適用される年度

平成15年１月から平成16年３月まで
平成16年４月から平成17年３月まで

〜
平成27年４月から平成28年３月まで

平成29年度から
平成30年度から

〜
平成41年度から

＊四輪以上および三輪の軽自動車
区　　　　　　　分

　初度登録年月
（車検証をご確認ください）

税率（年額）
　平成27年

４月１日以降
　平成27年

３月31日以前
　登録から

13年経過（注）

軽
自
動
車

三　輪　車 ３，９００円　
６，９００円　

１０，８００円　
３，８００円　
５，０００円　

３，１００円　
５，５００円　
７，２００円　
３，０００円　
４，０００円　

４，６００円　
８，２００円　

１２，９００円　
４，５００円　
６，０００円　

四輪以上
乗　用

貨物用

営業用
自家用
営業用
自家用

＊グリーン化特例（軽課）対象車両（平成27年4月以降に新規登録の一部車両が対象です）

車　種　区　分
税率（年税額）

②① ③

軽
自
動
車

三　輪　車 ２，０００円　
３，５００円　
５，４００円　
１，９００円　
２，５００円　

１，０００円　
１，８００円　
２，７００円　
１，０００円　
１，３００円　

３，０００円　
５，２００円　
８，１００円　
２，９００円　
３，８００円　

四輪以上
乗　用

貨物用

営業用
自家用
営業用
自家用

①電気自動車・天然ガス軽自動車（平成21年排出ガス10%低減）
②乗　用：平成17年度排出ガス基準75%低減達成かつ平成32年度燃費基準+20%達成車
　貨物用：平成17年度排出ガス基準75%低減達成かつ平成27年度燃費基準+35%達成車
③乗　用：平成17年度排出ガス基準75%低減達成かつ平成32年度燃費基準達成車
　貨物用：平成17年度排出ガス基準75%低減達成かつ平成27年度燃費基準+15%達成車

＊原動機付自転車および二輪車（登録されているすべての車両です）

区　　　　　　　分
税率（年額）

平成27年度 平成28年度

原動機付
自 転 車

第一種　　　　 50㏄以下
第二種　（乙）　 90㏄以下
第二種　（甲）　125㏄以下

ミニカー

１，０００円　
１，２００円　
１，６００円　
２，５００円　

２，０００円　
２，０００円　
２，４００円　
３，７００円　

小型特殊
自 動 車

農耕作業用自動車
その他（フォークリフト等）

１，６００円　
４，７００円　

２，４００円　
５，９００円　

二 輪 車
軽二輪車 　125㏄〜250㏄
小型二輪車　　250㏄以上

２，４００円　
４，０００円　

３，６００円　
６，０００円　
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（　　　　　　　　　　　 　　）

区　　　　　　　分 手続き場所 必要なもの

原動機付
自 転 車

第一種　　　 50㏄以下
第二種（乙）　 90㏄以下
第二種（甲）　125㏄以下

ミニカー
小型特殊
自 動 車

農耕作業用自動車
その他（フォークリフト等）
軽二輪車　125㏄〜250㏄
小型二輪車　250㏄以上
三　輪　車

四輪以上
乗　用

貨　物

営業用
自家用
営業用
自家用

税務課
安田甲144番地90

☎82−7003

池田窓口センター
池田2100番地4

☎75−0555

①ナンバープレート
　紛失の場合は、紛失届の提出
　が必要です。
②所有者の印鑑
③車体番号の分かる書類
　自賠責保険証・標識交付証明
　書等

香川運輸支局
高松市鬼無町字佐藤20番地1
☎050−5540−2075

軽自動車検査協会
高松市国分寺町福家

甲1258番地18
☎050−3816−3122

５

　軽自動車税は、毎年４月１日現在で車両登録をされている方に課税されます。
　そのため、４月２日以降に廃車や名義変更等の手続きをされましても、その年度分の税金は納めてい
ただくことになりますのでご注意ください。
　また、車両をご自身で廃棄処分されたり、他の方に譲渡をされても廃車や名義変更の手続きをされな
かった場合は登録が残り、税金がかかりますのでご注意ください。
○各車両の手続き先は以下のとおりです。

廃車・名義変更の手続きをお願いします

二 輪 車

①新所有者の印鑑
②旧所有者の印鑑
　譲渡・販売の場合・譲渡・販
　売証明書へ押印・記入の必要
　があります。
③車体番号の分かる書類
　自賠責保険証・標識交付証明
　書等

廃　　車 名義変更

　【保険料について】
○平成28・29年度の保険料率を決定しました
　後期高齢者保険料は、２年ごとに見直しを行います。平成28・29年度の保険料率については、医療給
付費の増加等を踏まえて、次のとおり決定しました。

　【納付について】
①仮徴収（公的年金からの天引き）の対象の方
　４月の公的年金からの天引き金額は、２月天引き分と同額になります。ただし、４月から新たに天引
きが始まる方は、平成26年中の所得を基に仮計算された保険料の１／６相当の額が天引きされ、平成28
年度の保険料額が確定後、10月以降の天引き分で残りの保険料額の調整が行われます。
②仮徴収の対象外の方
　６月に保険料額が確定後、７月から納付書または口座振替による納付が始まります。その後、公的年
金からの天引きに移行できる方については、10月から天引きが始まります。

平成28・29年度後期高齢者医療保険料の納付について

○保険料額の通知について
　保険料額は、７月中旬に送付する保険料額決定通知書でお知らせします。
○均等割額軽減の基準の変更について
　平成28年４月１日以降の均等割額の軽減基準は次のとおりです。

区　　　分
均　等　割　額
所　得　割　率

平成26・27年度
４７，２００円

８．８１％

平成28・29年度
４７，３００円

９．２６％

増加額（率）
１００円
０．４５％

軽減割合
９割
8．5割
５割
２割

総所得金額等の合計額が下記に該当する世帯
33万円以下で被保険者全員が年金収入80万円以下（その他所得がない場合）
33万円以下で9割軽減に該当しない
33万円＋（26．5万円×世帯の被保険者数）以下
33万円＋（48万円×世帯の被保険者数）以下

※手数料は無料です

それぞれの手続きの場所へ
お問い合わせください。

（　　　　　　　　　　　 　　） （　　　　　　　　　　　 　　）

（　　　　　　　　　 　　）

問い合わせ先　税務課　☎82−7003
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発
酵
食
品
研
究
所
は
、
オ
リ

ー
ブ
葉
の
機
能
性
を
生
か
し
た

オ
リ
ー
ブ
素
材
と
し
て
の
新
た

な
活
用
法
を
開
発
す
る
た
め
、

数
年
前
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
試
験

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
、

当
研
究
所
と
伊
吹
大
網
組
合

　
（
観
音
寺
市
伊
吹
町
）
が
、
低

温
乾
燥
し
た
オ
リ
ー
ブ
葉
を
入

れ
た
釜
で
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
を

煮
熟
処
理
し
た
「
オ
リ
ー
ブ
イ

リ
コ
」
を
共
同
開
発
し
、
試
験

販
売
も
行
い
ま
し
た
。

　

「
オ
リ
ー
ブ
イ
リ
コ
」
の
特

徴
は
、
イ
リ
コ
特
有
の
生
臭
み

と
内
臓
の
苦
み
が
少
な
い
た
め
、

出
汁
を
作
る
場
合
に
頭
や
内
臓

部
分
を
取
り
除
か
な
く
て
も
ス

ッ
キ
リ
し
た
味
の
出
汁
を
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
通
常
の
イ

リ
コ
で
出
汁
を
取
る
場
合
は
、

頭
や
内
臓
を
取
り
除
く
作
業
が

煩
雑
で
準
備
に
時
間
も
か
か
り

ま
す
が
、「
オ
リ
ー
ブ
イ
リ
コ
」

は
、
ま
る
ご
と
水
に
入
れ
る
た

め
、
調
理
時
間
を
短
縮
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
内
臓

の
苦
味
が
少
な
い
た
め
、
ま
る

ご
と
食
べ
て
も
苦
味
が
気
に
な

ら
ず
、
小
さ
な
子
ど
も
で
も
抵

抗
な
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

イ
リ
コ
特
有
の
生
臭
み
と
内

臓
の
苦
み
低
減
効
果
は
、
オ
リ

ー
ブ
葉
に
含
ま
れ
る
ポ
リ
フ
ェ

ノ
ー
ル
成
分
の
作
用
に
よ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
現
段

階
で
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

せ
ん
。
２
０
１
６
年
の
漁
期
に

は
、
さ
ら
に
試
験
を
重
ね
て
高

品
質
な
「
オ
リ
ー
ブ
イ
リ
コ
」

の
製
造
方
法
を
確
立
す
る
こ
と

で
、
本
格
的
な
販
売
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

「
島
の
食
品
の
あ
れ
こ
れ
」

Vol.62

『
オ
リ
ー
ブ
葉
を
活
用
し
た
「
オ
リ
ー
ブ
イ
リ
コ
」
の
開
発
』

　
　
　

香
川
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
発
酵
食
品
研
究
所

主
席
研
究
員　

松
原　

保
仁

　

小
豆
島
を
海
外
の
皆
さ
ん
に

楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
チ
ー

ム
が
小
豆
島
観
光
協
会
の
な
か

に
発
足
し
ま
し
た
。
小
豆
島
町

の
国
際
交
流
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

森
川
光
与
さ
ん
に
協
会
の
小
豆

島
観
光
国
際
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
チ
ー
ム
に
は
い
く
つ
か

の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
ひ

と
つ
は
、
土
庄
町
か
ら
も
、
小

豆
島
町
か
ら
も
ス
タ
ッ
フ
が
参

加
し
た
、
島
を
あ
げ
て
の
チ
ー

ム
で
あ
る
こ
と
で
す
。
ふ
た
つ

め
は
、
メ
ン
バ
ー
が
森
川
さ
ん

を
始
め
国
際
経
験
豊
か
な
人
か

ら
、
そ
う
で
な
い
人
ま
で
多
様

で
あ
る
こ
と
で
す
。
み
っ
つ
め

は
、
小
豆
島
町
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
の
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ツ
ァ

イ
さ
ん
の
よ
う
に
外
国
人
の
メ

ン
バ
ー
も
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
人
が
参
加
し
、
輪

が
広
が
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

　

さ
て
、
国
際
化
チ
ー
ム
が
何

を
す
る
か
と
い
う
と
、
ま
ず
は
、

外
国
語
の
で
き
る
人
を
観
光
協

会
に
登
録
し
て
、
各
港
に
２
人

１
組
で
配
置
し
、
外
国
語
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
た
り
、

外
国
語
で
案
内
で
き
る
よ
う
に

し
ま
す
。
外
国
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
養
成
す
る
た
め
の
英
会
話

セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
さ
れ
ま
す
。 

　

外
国
語
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も

こ
れ
か
ら
充
実
さ
せ
て
い
き
ま

す
。
今
で
も
、
い
ろ
い
ろ
な
外

国
語
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
あ
る
の

で
す
が
、
そ
れ
ら
を
ひ
と
つ
の

袋
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
て
、
配

布
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
の
外
国
語

で
の
情
報
発
信
も
充
実
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

　

森
川
さ
ん
は
、
小
豆
島
観
光

国
際
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
就
任
に

当
た
っ
て
、「
国
際
化
対
応
を
す

る
こ
と
で
、
小
豆
島
と
海
外
が

　
“
Ｗ
Ｉ
Ｎ　

Ｗ
Ｉ
Ｎ
”
の
関
係

に
な
れ
ま
す
。
国
際
化
対
応
に

よ
っ
て
、
小
豆
島
は
、
そ
の
魅

力
を
観
光
と
し
て
発
信
で
き
る

し
、
島
の
産
業
を
国
外
へ
広
げ

て
い
け
ま
す
。
海
外
か
ら
来
ら

れ
る
方
は
、
東
京
、
京
都
、
広

島
な
ど
都
市
部
の
観
光
に
は
な

い
魅
力
を
小
豆
島
で
発
見
で
き

ま
す
」
と
ス
ピ
ー
チ
さ
れ
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
先
日
、
林
幹
雄

経
済
産
業
大
臣
が
小
豆
島
の
地

場
産
業
の
輸
出
戦
略
を
視
察
に

来
ら
れ
ま
し
た
。
小
さ
な
、
零

細
な
企
業
が
歯
を
食
い
し
ば
り

な
が
ら
、
海
外
で
の
販
路
開
拓

に
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
を
、
私

は
林
大
臣
の
視
察
に
同
行
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
知
り
ま
し
た
。

そ
の
と
き
林
大
臣
か
ら
宿
題
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。「
今
年
の
瀬

戸
内
国
際
芸
術
祭
の
機
会
な
ど

を
利
用
し
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
外
国
人
観
光
客
に
小
豆
島
の

地
場
産
業
の
素
晴
ら
し
さ
を
知

っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、
輸
出
戦

略
に
な
る
の
で
、
研
究
し
て
ほ

し
い
」
と
。

　

小
豆
島
観
光
国
際
化
チ
ー
ム

の
メ
ン
バ
ー
と
も
ど
も
、
一
歩

一
歩
、
小
豆
島
の
国
際
化
に
向

け
て
、
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

　

（
３
月
３
日
掲
載
分
か
ら
）

町
長
の

「
八
日
目
の
蟬
」
記

セ
レ
ク
シ
ョ
ン

『
小
豆
島
観
光
国
際
化
チ
ー
ム
が
発
足
し
ま
し
た
』

小豆島観光国際化チームの
ミーティングのようす

︱
︱
︱
小
豆
島
産
業
振
興
・

　
　

環
境
技
術
会
議
︱
︱
︱

２
０
１
５
年
11
月
に
試
験
販
売
し
た

「
オ
リ
ー
ブ
イ
リ
コ
」

　

町
長
の
「
八
日
目
の
蟬
」
記
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
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は
自
然
と
同
じ
で
す
。
種
を
ま
い
て
、

次
の
日
に
果
物
が
実
る
こ
と
が
な
い

の
と
同
じ
よ
う
に
、
良
い
も
の
を
育

む
に
は
愛
情
、
ケ
ア
、
そ
し
て
忍
耐

力
が
必
要
な
の
で
す
。

　

私
の
手
掛
け
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
お
話
し
す
る

機
会
を
持
た
ず
に
い
た
こ
と
を
申
し

訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。
小
豆
島
で

撮
っ
た
私
の
写
真
を
ご
覧
に
な
り
た

い
方
は
、「
母
の
友
」
と
い
う
月
刊
雑

誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
お

近
く
の
図
書
館
に
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「小豆島町地域おこし協力隊」
小豆島のもつ力を伸ばすために活動する地域おこし協力隊。
現在隊員は４名。それぞれ専門性や出身地の異なる隊員が
日々の活動やこれからの取り組みについて報告します。

　

最
近
に
な
っ
て
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る

の
か
、
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
が
増
え
ま

し
た
。
私
が
ブ
ル
ー
シ
ー
ツ
ラ
ボ
ラ

ト
リ
ー
（
旧
Ｊ
Ａ
草
壁
支
店
内
）
で

英
語
教
師
を
し
て
い
る
こ
と
は
な
ん

と
な
く
知
っ
て
い
る
と
い
う
方
は
多

い
で
し
ょ
う
。
で
も
実
際
に
は
、
私

は
そ
れ
以
外
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
手

掛
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
ず
っ
と
大

規
模
な
も
の
を
。
そ
の
内
容
は
複
雑

な
の
で
、
ま
ず
は
私
の
自
己
紹
介
か

ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

私
は
34
歳
の
台
湾
系
ア
メ
リ
カ
人

で
、
写
真
家
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
私

の
作
品
は
博
物
館
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

雑
誌
、
書
籍
な
ど
世
界
中
で
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。

　

去
年
小
豆
島
に
引
っ
越
し
て
き
た

の
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
一
つ
に
は
、
当
時
つ
ら
い

時
期
に
あ
っ
た
自
分
に
、
こ
こ
に
い

れ
ば
幸
せ
な
気
分
に
な
る
こ
と
が
で

き
る
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
か

ら
で
す
。
そ
の
発
見
後
、
私
は
東
京

第三弾の報告は
在籍１年８ヵ月の
パトリック・

ツァイさんです

美
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り

は
な
い
の
だ
け
れ
ど
、
見
慣
れ
て
し

ま
っ
た
が
ゆ
え
に
当
た
り
前
の
景
色

に
な
っ
て
い
る
も
の
が
そ
れ
で
す
。

そ
ん
な
大
切
な
も
の
を
意
識
に
思
い

起
こ
さ
せ
る
、
そ
れ
が
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
手
掛
け
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、

私
の
役
目
な
の
で
す
。

　

私
は
こ
の
特
別
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
、

こ
こ
に
い
る
皆
さ
ん
と
一
緒
に
共
有

し
、
ま
た
島
外
の
方
に
も
見
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
目
標

は
こ
の
本
を
国
内
、
ま
た
で
き
れ
ば

海
外
で
も
出
版
で
き
る
出
版
社
を
探

す
こ
と
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
私
た
ち

の
い
る
こ
の
“
ホ
ー
ム
”
が
、
と
て

も
特
別
な
場
所
で
あ
り
、
喜
ば
れ
る

も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
、
島

外
の
方
に
も
知
っ
て
も
ら
い
た
い
か

ら
で
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
今

年
中
に
完
了
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
芸
術
作
品
の
作
成
は
、
想
像

を
超
え
る
ほ
ど
時
間
が
か
か
る
も
の

で
、
今
年
中
、
と
聞
い
て
皆
さ
ん
は
、

と
て
も
長
い
期
間
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
ア
ー
ト

で
の
仕
事
を
辞
め
、
こ
ち
ら
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
に
な
り
ま
し
た
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
の
私
の
ス
キ

ル
が
、
こ
の
島
の
役
に
立
つ
と
信
じ

て
い
ま
す
し
、
こ
の
気
持
ち
は
当
時

も
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

東
京
か
ら
こ
ち
ら
に
移
住
し
て
以

来
、
写
真
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
手
が
け

て
い
ま
す
。
出
会
っ
た
人
、
目
に
し

た
植
物
や
動
物
に
つ
い
て
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
を
作
成
す
る
中
、
季
節
が

あ
っ
と
い
う
間
に
一
巡
り
し
ま
し
た
。

一
年
間
の
滞
在
で
、
写
真
集
の
材
料

が
す
べ
て
揃
い
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
、

こ
れ
ま
で
見
ら
れ
る
こ
と
、
語
ら
れ

る
こ
と
の
な
か
っ
た
小
豆
島
で
す
。

こ
れ
は
言
葉
の
な
い
ス
ト
ー
リ
ー
で
、

す
で
に
島
民
の
方
が
心
の
奥
で
知
っ

て
い
る
け
れ
ど
も
、
も
う
す
で
に
忘

れ
て
し
ま
っ
て
い
た
り
、
意
識
を
し

な
い
、
そ
ん
な
部
分
の
小
豆
島
で
す
。

例
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
時
折
目
に

す
る
も
の
や
、
そ
れ
も
毎
日
、
毎
月
、

毎
年
続
け
て
見
る
景
色
は
、
も
う
目

に
入
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
い
つ
も
そ
こ
に
あ
っ
て
、
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胃がん・乳がん・骨粗しょう症検診のご案内
　早期発見・治療のため、がん検診は定期的に受けましょう。受診を希望される方は下記をよく読み、
健康づくり福祉課　（☎82−7038）へお申し込みください。
　なお、その他のがん検診は実施時期が近づきましたら、広報でご案内します。

≪胃がん検診≫　
　☆４月15日㈮までにお申し込みください。
　☆平成27年度に受診した方は、申し込み不要です。申し込みがなくても、町からご案内します。

胃部
Ｘ線撮影

内　容

40歳以上

対象者
５月19日㈭
５月23日㈪
５月24日㈫
５月25日㈬
５月26日㈭
12月８日㈭
12月11日㈰

実施日

1，400円

＊生活保護世帯の方は
　無料です

自己負担金
8：30〜10：30
9：00〜10：30
8：30〜10：30
8：30〜10：30
8：30〜10：30
8：30〜10：30
8：30〜10：30

受付時間
二 生 公 民 館
福 田 公 民 館
イマージュセンター
内 海 福 祉 会 館
草 壁 公 民 館
内 海 福 祉 会 館
イマージュセンター

場　　所

骨量測量
（手部Ｘ線）

内　容

18歳以上

対象者
５月24日㈫
５月25日㈬
５月26日㈭

実施日

2，100円

自己負担金
13：00〜13：30
13：00〜13：30
13：00〜13：30

受付時間
イマージュセンター
内 海 福 祉 会 館
草 壁 公 民 館

場　　所

≪骨粗しょう症検診≫
　☆４月15日㈮までにお申し込みください。

５月31日㈫ 9：30〜11：30 福 田 公 民 館

マンモグラ
フィー検査

内　容

40歳以上
の女性

対象者

６月１日㈬

６月15日㈬

６月16日㈭

12月11日㈰

12月15日㈭

実施日

40歳代　：1，500円
50歳以上：1，200円

＊生活保護世帯の方は
　無料です

自己負担金

9：15〜11：30
13：00〜14：00
9：15〜11：30

13：00〜14：00
9：15〜11：30

13：00〜14：00
9：15〜11：30

13：00〜14：00
9：15〜11：30

13：00〜14：00

受付時間

イマージュセンター

草 壁 公 民 館

内 海 福 祉 会 館

イマージュセンター

内 海 福 祉 会 館

場　　所

≪乳がん検診≫
　☆４月22日㈮までにお申し込みください。
　☆国の指針変更のため、今年度から視触診はなくなりました。マンモグラフィー検査のみの実施にな
　　ります。
　☆平成26年度に受診した方は、申し込み不要です。申し込みがなくても、町からご案内します。
　☆２年に１度の検診ですので、平成27年度に受診した方は対象外です。（無料がん検診の対象者は除く）
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◦
下
記
の
表
の
年
齢
に
該
当
す

　

る
方
は
、
個
別
で
お
知
ら
せ

　

ま
す
。

◦
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
心
臓
・

　

腎
臓
・
呼
吸
器
・
免
疫
の
病

　

気
に
か
か
っ
て
い
る
方
で
、

　

医
師
が
必
要
と
認
め
た
方
は

　

健
康
づ
く
り
福
祉
課
（
☎
82

　

︱
７
０
３
８
）
ま
で
予
診
票

　

を
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

対
象
期
間

　

４
月
１
日
㈮
～

平
成
29
年
３
月
31
日
㈮

※
23
価
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を

一
度
で
も
接
種
し
た
こ
と
が
あ

る
方
は
対
象
外
で
す
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の
定
期
接
種
対
象
者
の
お
知
ら
せ

対象年齢 生　年　月　日
昭和２６年４月２日〜昭和２７年４月１日生
昭和２１年４月２日〜昭和２２年４月１日生
昭和１６年４月２日〜昭和１７年４月１日生
昭和１１年４月２日〜昭和１２年４月１日生
昭和　６年４月２日〜昭和　７年４月１日生
大正１５年４月２日〜昭和　２年４月１日生
大正１０年４月２日〜大正１１年４月１日生
大正　５年４月２日〜大正　６年４月１日生

　

日
々
、
健
康
の
維
持
と
増
進

に
取
り
組
ん
で
い
る
方
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
こ
と
を
目
的
に
平
成

27
年
６
月
か
ら
実
施
し
て
い
た

国
民
健
康
保
険
「
健
康
づ
く
り

で
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
よ
う
事
業
」

は
、
２
月
29
日
で
ポ
イ
ン
ト
対

象
期
間
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
貯
め
た
ポ
イ
ン

ト
の
引
き
換
え
方
法
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

お
手
元
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
を
ご
確
認
の
上
、
10
ポ
イ
ン

ト
、
20
ポ
イ
ン
ト
、
30
ポ
イ
ン

ト
貯
め
た
方
は
、
必
ず
引
き
換

え
期
間
内
に
記
念
品
と
交
換
し

て
く
だ
さ
い
。

　
【
引
き
換
え
期
間
】

　

４
月
７
日
㈭
～
28
日
㈭

※
引
き
換
え
期
間
を
過
ぎ
た
場

合
は
、
無
効
と
な
り
ま
す
。

　
【
引
き
換
え
場
所
】

◦
健
康
づ
く
り
福
祉
課

◦
池
田
窓
口
セ
ン
タ
ー

～
国
民
健
康
保
険『
健
康
づ
く
り
で“
ポ
イ
ン
ト
”を
貯
め
よ
う
！
』～

こ
れ
ま
で
に
貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
の
引
き
換
え
に
つ
い
て

★
加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と
…

◦
国
保
加
入
の
届
出
が
遅
れ
た

　

場
合
で
も
、
資
格
を
得
た
月

　

（
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め

　

た
月
）
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

　

保
険
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な

　

り
ま
せ
ん
。

◦
保
険
証
が
な
い
た
め
、
そ
の

　

間
の
医
療
費
は
全
額
自
己
負

　

担
に
な
り
ま
す
。

★
や
め
る
届
出
が
遅
れ
る
と
…

◦
手
元
に
保
険
証
が
あ
る
た
め
、

　

そ
れ
を
使
っ
て
医
療
を
受
け

　

て
し
ま
う
と
、
国
保
が
負
担

　

し
た
医
療
費
を
後
で
返
し
て

　

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

（
保
険
証
が
手
元
に
「
あ
る
・

　

な
し
」
に
か
か
わ
ら
ず
、
医

　

療
機
関
受
診
日
に
国
保
の
資

　

格
が
「
あ
る
・
な
し
」
で
判

　

断
し
ま
す
。）

◦
他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た

　

と
き
、
国
保
脱
退
の
届
出
を

　

し
な
い
と
資
格
が
加
入
の
ま

　

ま
に
な
り
、
国
民
健
康
保
険

　

税
と
他
の
健
康
保
険
料
を
二

　

重
で
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま

　

す
。

　
【
手
続
き
場
所
】

　

健
康
づ
く
り
福
祉
課

☎
82
︱
７
０
３
８

　

池
田
窓
口
セ
ン
タ
ー

☎
75
︱
０
５
５
８

　

修
学
・
就
職
・
退
職
な
ど
異
動
の
多
い
時
期
で
す
。

　

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
！

こ ん な と き 手続きに必要なもの
①　認め印 
②　本人確認ができるもの（免許証など）

①　認め印 
②　国民健康保険証

①　認め印 
②　国民健康保険証 
③　本人確認ができるもの（免許証など）

①　認め印 
②　職場の健康保険をやめたことが確認できる証明書
　　　（資格喪失証明書） 
③　本人確認ができるもの（免許証など）

①　認め印 
②　国民健康保険証 
③　新しく加入した職場の保険証（新しく加入した人全員分）

①　認め印 
②　国民健康保険証（破損の場合） 
③　本人確認ができるもの（免許証など）

①　認め印 
②　国民健康保険証 
③　母子健康手帳

①　認め印 
②　国民健康保険証

①　認め印 
②　国民健康保険証 
③　在学証明書または学生証など（修学の場合）

他の市町村から転入したとき

他の市町村に転出したとき

住所・世帯主・氏名などが
変わったとき

職場の健康保険をやめたとき

職場の健康保険に
加入したとき

保険証を紛失したり、破損し
て使用できなくなったとき

子どもが生まれたとき

被保険者が死亡したとき

修学や単身赴任のため、約１
年以上小豆島町を離れるとき 
※１年ごとに届出が必要です

国
保
に
加
入
す
る
と
き

国
保
を
や
め
る
と
き

そ　
　

の　
　

他

（※家族が代理で届出を行うこともできます。）

こ
ん
な
と
き
に
は
、
国
民
健
康
保
険
の

手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す

６５歳
７０歳
７５歳
８０歳
８５歳
９０歳
９５歳
１００歳

～
国
民
健
康
保
険『
健
康
づ
く
り
で“
ポ
イ
ン
ト
”を
貯
め
よ
う
！
』～

こ
れ
ま
で
に
貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
の
引
き
換
え
に
つ
い
て
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子
ど
も
の
健
康
相
談
室

子
ど
も
の
健
康
相
談
室

　

両
親
共
働
き
だ
っ
た
り
、
核

家
族
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
昨
今
、
お
子
さ
ん
の

調
子
の
悪
い
時
に
病
院
に
連
れ

て
き
て
い
た
だ
く
の
が
、
普
段

一
緒
に
生
活
し
て
い
な
い
親
戚

の
方
と
い
う
の
も
決
し
て
珍
し

い
こ
と
で
は
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
ん
な
と
き
に
困
る
の
が
、

　
「
あ
ま
り
状
況
を
聞
い
て
い
な

い
」
と
い
う
場
合
で
す
。

　

い
つ
か
ら
ど
の
よ
う
な
症
状

が
あ
っ
て
、
ど
の
く
ら
い
困
っ

て
い
る
の
か
。
何
か
お
薬
を
飲

ん
で
い
な
い
か
。
食
事
や
水
分

摂
取
は
で
き
て
い
る
の
か
。
家

庭
内
や
、
所
属
し
て
い
る
集
団

で
の
流
行
は
ど
う
か
。
ア
レ
ル

ギ
ー
の
有
無
。
な
ど
、
診
療
の

と
き
に
必
要
な
情
報
は
実
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

あ
る
程
度
の
年
齢
以
下
の
お
子

さ
ん
で
は
、
連
れ
て
き
て
く
だ

さ
っ
た
方
か
ら
お
伺
い
す
る
し

か
な
い
の
で
す
が
、
そ
の
方
も

　
「
い
や
ー
、
一
緒
に
住
ん
で
な

い
か
ら
わ
か
ら
な
い
」、「
連
れ

て
行
っ
て
と
言
わ
れ
た
か
ら
連

れ
て
き
た
だ
け
」
と
、
顔
を
見

合
わ
せ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る

の
で
す
。

　

私
た
ち
小
児
科
医
は
、
お
子

さ
ん
を
診
る
だ
け
で
診
断
を
す

る
こ
と
は
基
本
的
に
は
で
き
ま

せ
ん
（
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま

す
が
）。
お
話
を
伺
う
だ
け
で
診

断
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

問
診
で
状
況
を
い
ろ
い
ろ
と

聴
き
、
お
子
さ
ん
を
診
察
し
た

上
で
、
や
っ
と
診
断
が
で
き
、

お
子
さ
ん
に
合
わ
せ
た
対
応
方

法
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

小
児
科
医
は
、
お
子
さ
ん
を

診
察
す
る
の
と
同
じ
く
ら
い
、

問
診
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
お
子
さ
ん
の
様
子

が
説
明
で
き
る
方
に
連
れ
て
き

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
が
難
し
い
場
合
に

は
、
詳
し
い
メ
モ
を
ぜ
ひ
持
た

せ
て
く
だ
さ
い
。
お
薬
手
帳
が

あ
れ
ば
必
ず
、
ま
た
、
乳
児
の

場
合
に
は
母
子
手
帳
も
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
る
と
安
心
で
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
の
基
本
は
「
栄

養
・
運
動
・
休
養
」
の
バ
ラ
ン

ス
で
す
。「
小
豆
島
町
栄
養
教

室
」
で
は
食
生
活
改
善
を
中
心

と
し
た
健
康
づ
く
り
の
基
礎
知

識
を
学
習
し
ま
す
。
な
お
、
受

講
後
は
食
生
活
改
善
推
進
協
議

会
の
会
員
と
な
り
、
町
民
の
健

康
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
食
生

活
改
善
事
業
の
推
進
に
あ
た
り

ま
す
。

募
集
人
員　

16
名

期
間
お
よ
び
回
数

　

６
月
～
平
成
29
年
２
月

【
全
９
回
】

場
所

　

池
田
保
健
セ
ン
タ
ー
ほ
か

内
容　

◦
講
義
（
献
立
の
立
て
方
、
国

　

民
の
健
康
状
況
と
生
活
習
慣

　

予
防
な
ど
）

◦
調
理
実
習
（
減
塩
食
、
低
エ

　

ネ
ル
ギ
ー
食
な
ど
）

講
師　

管
理
栄
養
士
、
保
健
師
、

　

運
動
指
導
士
ほ
か

申
し
込
み
期
限

　

４
月
28
日
㈭
ま
で

申
し
込
み
先

　

健
康
づ
く
り
福
祉
課

☎
82
︱
７
０
３
８

小
豆
島
町
栄
養
教
室
受
講
生
募
集

小
豆
島
町
栄
養
教
室
受
講
生
募
集

小
豆
島
町
栄
養
教
室
受
講
生
募
集

小
豆
島
町
栄
養
教
室
受
講
生
募
集

小
豆
島
町
栄
養
教
室
受
講
生
募
集

小
豆
島
町
栄
養
教
室
受
講
生
募
集

小
豆
島
町
栄
養
教
室
受
講
生
募
集

小
豆
島
町
栄
養
教
室
受
講
生
募
集

小
豆
島
町
栄
養
教
室
受
講
生
募
集

小
豆
島
町
栄
養
教
室
受
講
生
募
集

小
豆
島
町
栄
養
教
室
受
講
生
募
集

小
豆
島
町
栄
養
教
室
受
講
生
募
集

小
豆
島
町
栄
養
教
室
受
講
生
募
集

内
海
病
院
小
児
科　

山　

本　

真
由
美
先
生

〈
小
児
科
受
診
の
と
き
の
お
願
い
：

た
く
さ
ん
情
報
を
く
だ
さ
い
〉

温 浴 健 康 教 室 の ご 案 内
場　所　サン・オリーブ
時　間　13：30〜14：30　健康教室（健康体操）
　　　　14：30〜15：30　温　　浴（入　　浴）
参加費　無料（ただし、飲食などは自己負担）

※送迎は、お電話で当日の午前11時までにお申し込みください。
※４月28日はお休みします。
申し込み先　健康づくり福祉課　国保係　☎82−7038

４月７日

４月21日

４月14日

送　　迎　　地　　区日　程

神浦・蒲野・吉野・二面・室生

福田・吉田・当浜・岩谷・橘・西村・
草壁・安田

馬木・苗羽・坂手・古江・堀越・田浦・
西村・草壁・安田

（小豆島町食生活改善
推進協議会）元気もりもり健康食！

今年度のテーマ　～親子でできる簡単手作りおやつ～

チーズ入り蒸しパン

❖作り方
①　ボウルに小麦粉、ベーキングパウダー、砂糖、塩を
　　入れよく混ぜる。
②　切れてるチーズは１㎝角に切る。
③　①に牛乳、②のチーズを入れさっくり混ぜる。
④　耐熱皿（もしくは電子レンジ可の容器）に③を入れ、
　　電子レンジで２分半〜３分加熱する。

❖材　料（３人分）
　小麦粉　　　50ｇ　　ベーキングパウダー　小さじ１
　砂　糖　　　10ｇ　　牛　乳　　　　　　　　　75㏄
　塩　　ひとつまみ　　切れてるチーズ　　　　　３枚

❖栄養価（１人分）
　エネルギー　　　　　120kcal
　たんぱく質　　	 4.0g
　脂　　　質　　	 3.4g
　カルシウム　　	 115㎎
　食塩相当量　　	 0.7g

電子レンジで簡単にできるカルシウムたっぷりのおやつ。
朝食にもおすすめです。

小
豆
島
町
栄
養
教
室
受
講
生
募
集
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沖
縄
に
霙
が
降
る
と
ニ
ュ
ー
ス
あ
り
「
夏
虫
氷
を
知
ら
ず
」
と
い
ふ
に

新
病
院
竣
工
間
近
わ
が
島
の
医
療
安
泰
春
近
き
か
な

屋
根
職
人
昼
餉
は
庭
の
梅
の
下
休
憩
時
間
は
大
屋
根
の
上

気
が
付
け
ば
道
行
く
く
る
ま
途
絶
え
た
か
潮
鳴
り
の
音
聴
き
つ
つ
眠
る

夕
食
は
手
間
暇
か
け
ず
胃
に
軽
く
舌
に
味
良
し
ひ
と
り
の
暮
ら
し

蹴
飛
ば
し
た
湯
た
ん
ぽ
掻
き
寄
せ
あ
と
五
分
微
睡
み
な
が
ら
風
の
音
聞
く

病
多
き
晩
年
の
父
は
子
を
褒
め
て
育
て
る
心
に
接
し
く
れ
た
り

充
電
を
告
げ
て
さ
み
ど
り
灯
の
点
り
機
器
の
冷
た
き
面お
も
て潤

ふ

堀
内　

実
男

藤
本　

忠
成

伝
宝
千
鶴
子

八
木　

勝
子

山
元　

露
子

八
木　

慶
子

立
住
喜
代
子

や
ぎ
あ
き
ら

歌壇　小豆島
二月例会　詠草

嫋
や
か
に
見
え
て
競
り
咲
く
寒
あ
や
め

荒
磯
波
打
ち
寄
す
若
布
拾
ひ
け
り

接
待
受
く
寺
の
ベ
ン
チ
の
あ
た
た
か
し

店
頭
の
ゆ
か
し
き
干
菓
子
春
の
色

別
荘
は
森
閑
と
し
て
水
仙
花

島
球
児
待
た
る
る
春
の
甲
子
園

岡
田　

雅
子

柴
田　

礼
美

中
岡
佐
智
子

太
麻　

孝
子

三
枝　

断
水

吉
仲　
　

等

生　田　句　会

小豆島町立
図書館
☎82－0291 神　　　　　剣　人斬り彦斎

幹事のアッコちゃん
軽　　　　　薄
バ　　ラ　　カ
九　十　九　藤
バビロンの秘文字　２
教　　　　　場　２
ま　　く　　子
ビューティーキャンプ
カ エ ル の 楽 園
海 は 見 え る か
うちのご近所さん
居酒屋ぼったくり　５
岳　　飛　　伝　１６
吼 え よ 江 戸 象
レ ヴ ェ ナ ン ト　蘇えりし者
子どもの花粉症・アレルギー性鼻炎を治す本
はじめての手作りオーガニック・ガーデン
野球人は１年ごとに若返る
子どもがよろこぶ野菜のおかずスープ
米粉だから作れるとびきりおいしい焼き菓子
るるぶ北陸新幹線で行こう!金沢富山　2016
家族でおでかけ中国・四国　’16−’17

葉　室　　麟
柚　木　麻　子
金　原　ひとみ
桐　野　夏　生
西　條　奈　加
堂　場　瞬　一
長　岡　弘　樹
西　　加 奈 子
林　　真 理 子
百　田　尚　樹
真　山　　仁
群　　よ う こ
秋　川　滝　美
北　方　謙　三
熊　谷　敬太郎
マイケル・パンク
永　倉　仁　史
曳　地　ト　シ
長　嶋　茂　雄
島　田　ま　き
多　森　サクミ

新刊紹介（一般向き）
書　　　　名 著者名

新刊紹介

交番のヒーロー
父さんはドラゴン・パティシエ
どうぶつのおばけずかん
いつでもインコ
遊園地の妖怪一家
スター・ウォーズ/フォースの覚醒

（児童向き）

小説　進撃の巨人　LOST GIRLS
小説　四月は君の嘘

（ティーンズ向き）

書　　　　名

りきしの春
いつだってともだち
いけいけ!しょうがくいちねんせい
ざしきわらしのおとちゃん
たこやきのたこさぶろう
まかしとき！

（幼児向き）

　

Ḱ s
キ
ッ
チ
ン
の
「
Ｋ
」
は
「
健

康
」・「
か
ら
だ
」・「
キ
レ
イ
」
の

意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
自
身
の
食
生
活
を
見
直
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　
【
減
塩
コ
ー
ス
】

テ
ー
マ　

腎
臓
を
守
る
生
活
は
じ

　
　
　
　

め
ま
せ
ん
か
？

日　

時　

４
月
18
日
㈪

　
　
　
　

10
時
～
13
時

場　

所　

池
田
保
健
セ
ン
タ
ー

内　

容　

管
理
栄
養
士
の
講
話
・

　
　
　
　

調
理
体
験

準
備
物　

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル

参
加
費　

３
０
０
円

申
込
期
限　

４
月
11
日
㈪
ま
で

申
し
込
み
先　

　

健
康
づ
く
り
福
祉
課

　

☎
82
︱
７
０
３
８

食
の
教
室
Ḱ s
キ
ッ
チ
ン

オリーブギャラリー４月の展示（オリーブナビ小豆島２階）
今月のオリーブギャラリーの催しは次のとおりです。ぜひご覧ください。

展示時間　９：00〜17：00

展　示　期　間
４月20日㈬〜26日㈫ 小豆島さをり会　さをり織展

展 示 内 容

　「春！外にでてみよう！」図書展　　　４月27日㈬まで
今月のロビー展

４月23日は「子ども読書の日」です。
町立図書館では、特別展示・イベントを用意していますので、ぜひお越しください。
◦優良児童図書展 4/23㈯〜5/29㈰ 町立図書館にて
 6/ 1㈬〜6/30㈭ 池田子ども文庫にて
◦人気図書ベスト20展 4/23㈯〜5/29㈰ 町立図書館にて
◦ストロー工作 5/8㈰　14：30〜16：00 町立図書館にて

「子どもの読書週間」が始まります。　　　（4月23日〜5月12日）

図書館で映画を上映します。懐かしの名作映画などを上映予定です。
４月24日㈰　14時から（子ども向け）　「きかんしゃトーマス　はじめましてトーマス」
無料ですので、どなたでもお気軽にお越しください。

映画会のお知らせ

2日㈯　10：00〜12：00
3日㈰　14：00〜14：30
9日㈯　10：00〜12：00

10日㈰　14：00〜14：30
16日㈯　14：00〜16：00
17日㈰　文芸散歩（高知）

論語を読む会
にこにこおはなし会
古文書講座
おはなしひとみ会
紫式部日記を読む会
読書会

4月の行事予定
行　　事　　名 日　　　　　　時 対　象

一　　 般
幼 ・ 児 童
一　　 般
幼 ・ 児 童
一　　 般
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対
象
者

　

小
豆
島
町
内
に
住
所
を
有
す

る
保
護
者
の
属
す
る
世
帯
が
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
・

生
徒

①
町
民
税
が
非
課
税
で
あ
る
か

　

減
免
さ
れ
て
い
る
こ
と

②
固
定
資
産
税
が
減
免
さ
れ
て

　

い
る
こ
と

③
国
民
健
康
保
険
税
が
減
免
さ

　

れ
て
い
る
か
猶
予
さ
れ
て
い

　

る
こ
と

④
国
民
年
金
保
険
料
が
減
免
さ

　

れ
て
い
る
こ
と

⑤
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て

　

い
る
こ
と

⑥
生
活
保
護
の
停
止
ま
た
は
廃

　

止
を
当
該
年
度
に
受
け
て
い

　

る
こ
と

⑦
そ
の
他
教
育
委
員
会
が
特
に

　

必
要
と
認
め
る
場
合

対
象
経
費

　

学
用
品
等
購
入
費
、
校
外
活

動
費
、
修
学
旅
行
費
、
新
入
学

学
用
品
費
、
学
校
給
食
費
、
そ

の
他
必
要
と
認
め
る
経
費

　

援
助
す
る
児
童
、
生
徒
の
認

定
は
、
定
例
の
教
育
委
員
会
に

お
い
て
審
議
の
上
、
決
定
し
ま

す
。

　

就
学
援
助
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
通
学
し
て
い
る
学
校
ま
た

は
学
校
教
育
課
（
☎
82
︱
７
０

１
４
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

平
成
28
年
度
の
修
学
資
金
の

貸
付
希
望
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

申
込
期
間

　

４
月
１
日
㈮
～
28
日
㈭

申
請
書
交
付
場
所

◦
健
康
づ
く
り
福
祉
課

◦
池
田
窓
口
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
福
祉
課

☎
82
︱
７
０
３
８

※
随
時
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
修
学
資
金
の
貸
付
は
、
申

請
書
を
受
け
付
け
た
月
分
か
ら

と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

☆
修
学
資
金
の
詳
細
内
容
は
、

広
報
３
月
号
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

就
学
援
助
事
業
に
つ
い
て

就
学
援
助
事
業
に
つ
い
て

　

本
町
で
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難
な
児
童
、
生

徒
に
対
し
て
、
学
用
品
等
購
入
費
、
給
食
費
な
ど
の
一
部
を
援

助
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
奨
学
資
金
の

貸
付
希
望
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

申
込
期
間

　

４
月
１
日
㈮
～
28
日
㈭

申
請
書
交
付
場
所

◦
学
校
教
育
課

◦
池
田
窓
口
セ
ン
タ
ー

◦
各
地
区
公
民
館

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課☎

82
︱
７
０
１
４

☆
奨
学
資
金
の
詳
細
内
容
は
、

広
報
３
月
号
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

小
豆
島
町
保
健
医
療

福
祉
関
係
職
修
学
資
金

小
豆
島
町
奨
学
資
金

　

本
町
で
は
、
子
ど
も
の
個
性
、

能
力
を
伸
ば
す
保
育
と
教
育
を

実
現
す
る
た
め
、
子
育
ち
応
援

モ
デ
ル
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
子
育
ち
応
援モ

デ
ル
事
業
と
は

　

子
ど
も
の
教
育
、
発
育
に
関

す
る
先
進
的
で
ユ
ニ
ー
ク
な
取

り
組
み
を
行
う
個
人
や
団
体
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
、
子

ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
環
境
と

幼
児
教
育
の
質
の
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
政
治
・
宗
教
・
営

利
を
目
的
と
し
た
活
動
や
公
益

を
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
活
動

は
、
本
事
業
の
対
象
外
と
な
り

ま
す
。

■
補
助
金
に
つ
い
て

・
対
象
者

　

小
豆
島
町
内
に
住
所
を
有
す

る
方
で
、
子
ど
も
の
教
育
、
発

育
に
関
す
る
先
進
的
で
ユ
ニ
ー

ク
な
取
り
組
み
を
行
う
個
人
や

団
体

・
補
助
金
に
つ
い
て

　

子
育
ち
応
援
に
関
す
る
活
動

に
係
る
対
象
経
費
の
全
額
（
１

年
度
当
た
り
限
度
額
50
万
円
・

最
長
３
年
）

・
補
助
金
の
交
付
対
象
と
な
る

経
費
に
つ
い
て

　

補
助
金
の
交
付
は
、
子
育
ち

応
援
に
関
す
る
活
動
に
必
要
な

次
の
経
費
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

①
報
償
費
（
謝
礼
金
な
ど
）

②
旅
費（講

師
の
宿
泊
費
を
含
む
）

③
需
用
費

（
例　

消
耗
品
費
・
燃
料
費
）

④
使
用
料
お
よ
び
賃
借
料

⑤
原
材
料
費

⑥
備
品
購
入
費
な
ど

⑦
簡
易
な
遊
具
の
設
置

（
自
治
会
に
限
る
）

・
申
請
受
付　

４
月
末
ま
で

・
手
続
き
の
流
れ

　

５
月
中
旬
に
選
考
委
員
会（
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
を
行
っ

た
後
、
決
定
し
ま
す
。

　

補
助
金
の
交
付
対
象
と
な
る

活
動
や
経
費
に
つ
い
て
、
詳
し

く
は
子
育
ち
共
育
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
ち
共
育
課

　

☎
82
︱
７
０
１
０

子
育
ち
応
援
モ
デ
ル
事
業
を
募
集
し
ま
す
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　いよいよ小豆島高校・土庄高校最後の１年、平成28年度が始まりました。両校とも統合に向けての準備と
閉校に向けての準備を急ピッチに進めていかねばなりません。皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。

　統合高校に関するご意見、ご質問はこちらのアドレスへお願いします。
　syodoh02@kagawa-edu.jp　　　　　　小豆島高校・土庄高校　担当　主幹教諭　塩田浩之

お問い合わせ

　２月６日に豊島で行った「交流リーダー研修」の成果を、両校の生徒会役員
がレポートにまとめました。研修を通して、「両校が協力し合って、地元の人が
地元の良さをわかる島にしていきたい」、「両校で、環境や勉強してきたことが
異なっているからか、考え方や目のつけ所が違っていて面白かった」など、統
合に向けて前向きな思いや感想も持ったようです。今回の成果物は、お世話に
なった豊島の方々に贈るとともに、両校で交換して掲示しました。

交流リーダー研修成果発表

　３月１日に土庄高校において、３日に小豆島高校において卒業式が挙行され
ました。土庄高校からは、全日制課程124名、定時制課程３名が、小豆島高校
からは、全日制課程98名、定時制課程４名が卒業しました。進学や就職のた
め、島を出て頑張る者、島に残って守る者、それぞれの未来へ向かって希望を
もって力強く羽ばたいていく若者たちに心よりエールを送りたいと思います。
　「夢に向かって思いっきり　チャレンジ�」

第67回卒業式が挙行されました

統 合 高 校 情 報 室

小豆島高校卒業式

生徒会役員の皆さん

　

「
人
権
」
と
は
、
日
常
生
活

で
人
が
し
あ
わ
せ
に
生
活
す
る

た
め
の
権
利
で
あ
り
、
そ
れ
は

住
民
一
人
ひ
と
り
の
「
し
あ
わ

せ
づ
く
り
」
で
す
。

　

「
人
権
」
と
聞
く
と
、「
重

く
難
し
い
問
題
」、「
自
分
に
は

関
係
な
い
問
題
」
と
イ
メ
ー
ジ

さ
れ
や
す
く
、「
人
権
＝
差
別
」

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。

　

し
か
し
、
人
権
は
決
し
て
難

し
い
も
の
で
も
、
特
別
な
も
の

で
も
な
く
、
私
た
ち
が
生
活
す

る
た
め
に
、
最
も
優
先
さ
れ
る

べ
き
基
本
的
な
ル
ー
ル
で
す
。

　

小
豆
島
町
で
は
、「
小
豆
島
町

人
権
教
育
・
啓
発
に
関
す
る
基

本
計
画
～
し
あ
わ
せ
づ
く
り
へ

の
教
育
・
啓
発
～
」
に
基
づ
き
、

人
権
教
育
・
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

啓
発
活
動
の
一
つ
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
の
中
か

ら
、
テ
ー
マ
を
絞
っ
て
開
催
し

て
い
る
「
し
あ
わ
せ
づ
く
り
（
人

権
・
同
和
教
育
）
講
演
会
」
が

あ
り
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
方
の
講
演
を
聞

く
こ
と
は
、
新
し
い
知
識
を
得

る
と
と
も
に
、
自
分
な
り
に
気

づ
き
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
の
気

づ
き
で
、
少
し
で
も
行
動
に
変

化
が
現
れ
る
よ
う
な
内
容
の
講

演
会
に
な
る
よ
う
、
毎
年
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

「
人
権
」
を
身
近
な
も
の
と

し
て
と
ら
え
、
傍
観
者
的
な
姿

勢
で
は
な
く
、
主
体
的
に
行
動

で
き
る
人
づ
く
り
が
、
人
権
教

育
の
取
り
組
み
の
広
が
り
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
保
育
所
、

幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、

高
等
学
校
に
か
け
て
、
発
達
段

階
に
応
じ
た
人
権
・
同
和
教
育

を
学
び
、
着
実
に
人
権
感
覚
を

育
ん
で
い
ま
す
。

　

大
人
の
私
た
ち
も
、
お
互
い

の
人
権
を
尊
重
し
あ
え
る
ま
ち

に
な
る
よ
う
、
人
権
感
覚
を
育

み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先

　

人
権
対
策
課☎

82
︱
７
０
１
１

し
あ
わ
せ
づ
く
り
の
た
め
の
人
権
教
育しあわせづくり講演会

「福を運んだ人形まわし」

　

今
年
の
春
か
ら
夏
に
か
け
て

木
星
・
火
星
・
土
星
の
三
大
惑

星
が
見
ご
ろ
を
迎
え
ま
す
。
特

に
火
星
は
２
年
２
か
月
ぶ
り
の

接
近
で
、
次
回
の
大
接
近
を
控

え
極
冠
な
ど
の
模
様
が
見
や
す

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
立
図
書
館
で
は
、
こ
の
機

会
に
グ
ル
ー
プ
単
位
で
の
観
察

会
と
、
図
書
館
で
の
ミ
ニ
天
体

写
真
展
を
企
画
し
ま
し
た
。
詳

し
く
は
図
書
館
備
え
付
け
の
申

し
込
み
用
紙
に
記
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
覧
の
上
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
期
間　

４
月
～
８
月

場
所　

国
民
宿
舎
三
階
屋
上

問
い
合
わ
せ
先

　

町
立
図
書
館☎

82
︱
０
２
９
１

三
大
惑
星
を
見
よ
う
！

星
空
観
察
会
の
お
知
ら
せ火　星
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３
月
15
日
㈫
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

小
豆
島
オ
リ
ー
ブ
協
会
主
催
に

よ
る
８
回
目
の
「
香
川
県
オ
リ

ー
ブ
品
評
会
（
オ
リ
ー
ブ
オ
イ

ル
部
門
）」
の
授
賞
式
が
小
豆
島

産
業
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
品
評
会
は
、
香
川
県
産

の
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
品
質
向

上
を
目
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、

一
次
審
査
の
化
学
検
査
、
二
次

審
査
の
官
能
検
査
を
経
て
、
次

の
オ
イ
ル
製
品
が
受
賞
し
ま
し

た
。 　香

川
県
オ
リ
ー
ブ
品
評
会

　
　
　
（
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
部
門
）授
賞
式

受賞区分 企 業 名 製　　品　　名

香川県知事賞 小豆島オリーブ㈱ 小豆島産エキストラバージンオイル

小豆島オリーブ
振興協議会長賞 ㈱オリーブ園 1st - ORIGIN

エキストラバージンオリーブオイル

小豆島産エキストラバージン
オリーブオイル　ミッション

ＮＰＯ法人小豆
島オリーブ協会
理事長賞

小豆島町長賞 ヤマサン醤油㈱

小豆島の農家が作ったオリーブ油空井農園

受賞オイル（右から受賞順）

授賞式のようす

①
４
月
は
、
オ
リ
ー
ブ
ア
ナ
ア

　

キ
ゾ
ウ
ム
シ
の
越
冬
成
虫
が

　

産
卵
を
始
め
る
時
期
で
す
の

　

で
、
必
ず
薬
剤
防
除
を
行
い

　

ま
し
ょ
う
。
４
月
中
旬
～
下

　

旬
に
ス
ミ
チ
オ
ン
乳
剤
の
50

　

倍
液
を
、
産
卵
が
集
中
す
る

　

樹
幹
部
の
株
元
に
、
葉
に
か

　

か
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

　

散
布
し
ま
す
。
ま
た
、
成
虫

　

や
幼
虫
の
捕
殺
に
も
努
め
ま

　

し
ょ
う
。

②
今
年
植
え
付
け
た
苗
は
十
分

　

に
か
ん
水
し
、
萌
芽
が
始
ま

　

れ
ば
追
肥
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

水
は
け
の
悪
い
園
地
で
は
、

　

水
鉢
を
崩
し
、
株
元
に
水
が

　

溜
ま
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し

　

ょ
う
。

③
４
月
下
旬
頃
は
、
花
芽
が
で

　

き
あ
が
る
大
切
な
時
期
で
す

　

の
で
、
雨
が
降
ら
ず
園
地
が

　

乾
い
て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、

　

十
分
か
ん
水
を
し
ま
し
ょ
う
。

ス
ミ
チ
オ
ン
乳
剤
は
葉
に
か
か
ら
な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

オ
リ
ー
ブ
栽
培
者
の
皆
さ
ん
へ

オ
リ
ー
ブ
栽
培
ご
よ
み

小豆島産100％エキストラオリーブオイル土庄町長賞 ㈱アグリオリーブ
小豆島

香
川
県
が
、
緑
の
カ
ー
テ
ン

の
更
な
る
普
及
を
目
指
し
た
「
か

が
わ
緑
の
カ
ー
テ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

in
か
が
わ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

ラ
ジ
オ
で
お
な
じ
み
の
生
島

ヒ
ロ
シ
さ
ん
や
緑
の
カ
ー
テ
ン

の
効
果
・
育
て
方
の
ア
ド
バ
イ

ス
の
講
演
が
あ
り
ま
す
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
地
域
で
緑
の
カ
ー
テ
ン

を
広
め
て
い
く
た
め
の
手
法
に

つ
い
て
、
う
ど
ん
県
副
知
事
の

木
内
晶
子
さ
ん
を
始
め
、
地
域

で
緑
の
カ
ー
テ
ン
を
実
践
し
て

い
る
方
々
が
意
見
を
交
換
し
ま

す
。

日
時

５
月
21
日
㈯

　
　
　

13
時
～

場
所　

サ
ン
ポ
ー
ト
高
松

　
　
　

香
川
国
際
会
議
場

定
員　

３
０
０
名

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
込
締
め
切
り

　

４
月
28
日
㈭　

必
着

問
い
合
わ
せ
先

　

香
川
県
環
境
政
策
課

　

☎
０
８
７
︱
８
３
２
︱
３
２
０
９

　

http://w
w

w
.pref.kagaw

a.

　
lg.jp/kankyo/data/1603/

　
160322.htm

　

ま
た
、
５
月
22
日
㈰
に
は
緑

の
カ
ー
テ
ン
設
置
場
所
な
ど
へ

の
有
料
視
察
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ

ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
事
業
は
全
国
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
競
走
施
行
者
協
議
会
か

ら
の
拠
出
金
を
受
け
て
実
施
す

る
も
の
で
す
。

木内晶子さん 生島ヒロシさん

全
国
緑
の
カ
ー
テ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
か
が
わ

全
国
緑
の
カ
ー
テ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
か
が
わ
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①
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
飼

　

い
犬
は
登
録
と
予
防
注
射
が

　

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

登
録
は
犬
の
生
涯
に
一
回
で

　

す
が
、
狂
犬
病
予
防
注
射
は

　

毎
年
一
回
受
け
な
け
れ
ば
な

　

り
ま
せ
ん
。
生
後
90
日
を
経

　

過
し
て
い
る
子
犬
に
は
、
必

　

ず
登
録
と
予
防
注
射
を
受
け

　

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

②
犬
の
登
録
内
容
に
変
更
が
あ

　

っ
た
場
合
（
犬
の
死
亡
や
飼

　

い
主
の
転
居
な
ど
）
は
、
必

　

ず
役
場
の
窓
口
へ
届
け
出
て

　

く
だ
さ
い
。

③
交
付
さ
れ
た
鑑
札
、
注
射
済

　

票
は
飼
い
犬
に
必
ず
付
け
る

　

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
首

　

輪
な
ど
に
付
け
て
お
け
ば
、

　

迷
い
犬
に
な
っ
て
も
登
録
番

　

号
か
ら
飼
い
主
や
住
所
を
調

　

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

　

た
、
飼
い
犬
表
示
シ
ー
ル
は

　

訪
問
者
の
目
に
付
き
や
す
い

　

門
扉
な
ど
に
貼
っ
て
く
だ
さ

　

い
。

④
犬
は
繋
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

放
し
飼
い
の
犬
は
野
犬
と
見

　

な
さ
れ
ま
す
。
万
が
一
、
飼

　

い
犬
が
人
を
咬
ん
だ
場
合
は

　

必
ず
小
豆
保
健
所
へ
届
け
出

　

て
く
だ
さ
い
。

⑤
散
歩
な
ど
で
飼
い
犬
が
フ
ン

　

を
し
た
場
合
は
飼
い
主
が
始

　

末
し
、
み
ん
な
の
町
を
き
れ

　

い
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
町
中
を
徘
徊
す
る
野
犬
が
増

　

加
し
て
い
ま
す
。
か
わ
い
そ

　

う
だ
か
ら
と
い
っ
て
エ
サ
を

　

与
え
る
と
、
野
犬
が
増
え
、

　

周
辺
の
住
環
境
が
悪
化
す
る

　

こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。
ま
た
、

　

飼
い
犬
が
不
用
に
な
っ
た
か

　

ら
と
捨
て
る
よ
う
な
こ
と
は

　

せ
ず
、
責
任
を
持
っ
て
最
後

　

ま
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

必
ず
行
い
ま
し
ょ
う

問
診
票
に
記
入
を

狂犬病予防注射日程

　

飼
い
主
の
皆
さ
ん
に
は
３
月
下
旬
に
飼

い
犬
の
登
録
内
容
や
注
射
日
程
な
ど
を
印

刷
し
た
案
内
は
が
き
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

　

圧
着
し
て
い
る
は
が
き
の
内
側
に
は
問

診
票
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
矢
印

の
部
分
か
ら
開
封
し
て
、
事
前
に
飼
い
犬

の
状
態
を
記
入
し
、
必
ず
会
場
に
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
５
つ
の
問
診
項
目
の
う
ち
一
つ

で
も
「
い
い
え
」
が
あ
れ
ば
、
予
防
注
射

を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

小
豆
島
町
が
実
施
す
る
平
成
28
年
度
狂
犬
病
予
防
注
射
の

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、
犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
忘

れ
ず
に
注
射
を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
注
射
の

お
知
ら
せ
と
お
願
い

安田馬場 
イマージュセンター

9：00～11：00
12：00～13：30

４月10日㈰

竹生町営住宅 
西村公民館 
草壁公民館 
草壁会館

9：00～ 9：20
9：30～10：00

10：10～10：50 
11：00～11：10

４月７日㈭

安田馬場 
橘会館 

岩谷バス停 
当浜町営住宅 
福田公民館

9：00～ 9：50
10：10～10：20 
10：35～10：40 
10：50～10：55 
11：05～11：25

４月13日㈬

場　　所

場　　所

場　　所

時　間

時　間

時　間

赤坂バス停 
ＪＡ中山出張所 
イマージュセンター

浜条馬場 
ＪＡ蒲生出張所 
入部菱屋電気前

9：00～ 9：10
9：25～ 9：35
9：50～10：30

10：40～10：50 
11：00～11：10 
11：20～11：30

４月16日㈯

苗羽公民館 
坂手公民館 

古江庵 
堀越バス停 
田浦バス停

9：00～ 9：50
10：00～10：20 
10：30～10：40 
10：50～10：55 
11：05～11：10

４月20日㈬

場　　所

場　　所

時　間

時　間

石場バス停 
牛ヶ浦旧バス停 

小池バス停 
長崎バス停 
三都郵便局 

南蒲野公民館 
神浦バス停 

吉野地区集落センター
二生公民館 

ＪＡ池田二生出張所 

9：00～ 9：05
9：10～ 9：15
9：20～ 9：25
9：30～ 9：35
9：40～ 9：55

10：00～10：10 
10：20～10：30 
10：45～10：50 
11：00～11：10 
11：20～11：30 

４月22日㈮

安田馬場 
イマージュセンター

9：00～10：30
11：00～12：00

４月24日㈰

場　　所

場　　所

時　間

時　間

問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
衛
生
課　
　
　

☎
82
︱
７
０
０
８

　

池
田
窓
口
セ
ン
タ
ー

☎
75
︱
０
５
５
７
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賃
金
引
き
上
げ
の
恩
恵
が
及

び
に
く
い
低
所
得
の
年
金
受
給

者
な
ど
を
支
援
す
る
と
い
う
観

点
か
ら
、
低
所
得
の
「
高
齢
者
」

を
対
象
に
年
金
生
活
者
等
支
援

臨
時
福
祉
給
付
金
（
対
象
者
１

人
あ
た
り
３
０
，０
０
０
円
）
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
４
月
下
旬
に

対
象
と
見
込
ま
れ
る
方
に
申
請

書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
、
押
印
、

必
要
書
類
を
添
付
の
上
、
郵
送

ま
た
は
、
窓
口
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
を
し
な
い
場
合

は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

　

平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付

　

金
対
象
者
の
う
ち
、
平
成
28

　

年
度
中
に
65
歳
以
上
（
昭
和

　

27
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

　

れ
た
方
）
に
な
る
方

●
平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付

金
の
支
給
要
件

◦
平
成
27
年
１
日
１
日
時
点
で

　

小
豆
島
町
の
住
民
基
本
台
帳

　

に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金

（
高
齢
者
向
け
）の
お
知
ら
せ

◦
平
成
27
年
度
の
町
民
税
（
均

　

等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な

　

い
方

※
平
成
27
年
度
市
町
村
民
税

　
（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い

る
方
の
扶
養
親
族
、
生
活
保
護

制
度
の
被
保
護
者
な
ど
の
場
合

は
、
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

※
支
給
決
定
ま
で
に
死
亡
し
た

場
合
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
申
請
書
を
送
付
し
て
い
る
場

合
で
も
、
審
査
の
結
果
対
象
外

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
支
給
額

　

対
象
者
１
人
あ
た
り

３
０
，０
０
０
円

●
申
請
期
間

　

４
月
25
日
㈪
～
７
月
25
日
㈪

※
申
請
期
間
を
経
過
す
る
と
原

則
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

●
必
要
書
類

①
申
請
書
（
薄
緑
色
の
用
紙
）

②
支
給
対
象
者
全
員
分
の
本
人

　

確
認
書
類
の
写
し

③
通
帳
の
写
し
等
の
振
込
口
座

　

が
確
認
で
き
る
書
類

※
②
③
は
、
平
成
27
年
度
臨
時

福
祉
給
付
金
を
小
豆
島
町
で
受

給
し
て
お
り
、
口
座
情
報
に
変

更
が
な
い
方
は
不
要
で
す
。

●
申
し
込
み
先

　

健
康
づ
く
り
福
祉
課
、
池
田

窓
口
セ
ン
タ
ー
、
各
地
区
公
民

館※
巡
回
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

詳
細
な
日
程
は
、
決
ま
り
次
第

広
報
に
掲
載
予
定
で
す
。

●
「
振
り
込
め
詐
欺
」
や
「
個

人
情
報
の
詐
取
」
に
ご
注
意
く

だ
さ
い

　

給
付
金
に
関
し
て
町
役
場
や

厚
生
労
働
省
な
ど
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
銀

行
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

な
ど
の
現
金
自
動
支
払
機
）
の

操
作
や
給
付
の
た
め
の
手
数
料

な
ど
の
振
り
込
み
を
お
願
い
す

る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

給
付
金
の
支
給
を
口
実
に
し

た
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
迷
わ
ず
最
寄
り
の
警
察

署
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
福
祉
課

　

☎
82
︱
７
０
３
８

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金

（
高
齢
者
向
け
）の
お
知
ら
せ

　

池
田
大
池
の
ほ
と
り
に
あ
る
明

王
寺
の
中
に
、
ほ
か
の
建
造
物
と

は
一
風
変
わ
っ
た
お
堂
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
明
王
寺
釈
迦
堂
は
、
小
豆

島
内
唯
一
の
室
町
時
代
の
建
造
物

で
、
当
時
の
建
造
物
の
代
表
的
な

例
と
し
て
、
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
棟

札
や
瓦
等
か
ら
、
大
永
二
年（
一
五

二
二
）か
ら
建
築
が
は
じ
ま
り
、

天
文
二
年（
一
五
三
三
）に
完
成
し

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

釈
迦
堂
に
は
、
江
戸
時
代
の
も

の
と
思
わ
れ
る
極
彩
色
で
美
し
い

須
弥
壇（
仏
像
を
安
置
す
る
台
）が

あ
る
ほ
か
、
建
築
当
初
の
状
況
を

伝
え
る
文
字
瓦
が
多
く
残
っ
て
い

ま
す
。

　

文
字
瓦
に
は
、
建
立
に
あ
た
っ

て
の
寄
進
者
の
名
前
や
願
文
が
残

さ
れ
、
中
に
は
、
人
々
が
小
豆
島

水
軍
と
し
て
戦
乱
に
従
事
し
て
い

た
記
事
も
あ
り
、
当
時
の
混
乱
し

た
社
会
情
勢
の
中
で
、
寄
進
し
た

当
時
の
人
々
の
願
い
、
思
い
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

我
々
の
先
祖
が
「
海
の
民
」
と

し
て
、
い
か
に
激
動
の
中
世
の
時

代
を
生
き
抜
い
た
か
を
生
々
し
く

伝
え
る
資
料
で
す
。

　

今
月
号
か
ら
小
豆
島
の
文
化
財
の
魅
力
を
伝
え
る
連
載
を
開
始
し

ま
す
。

　

現
在
、
町
内
に
は
91
件
の
指
定
文
化
財
と
、
94
件
の
登
録
有
形
文

化
財
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
財
に
は
、
島
の
歴
史
や
文
化
、
自

然
の
魅
力
が
豊
富
に
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
文
化
財
や
島
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
。

小
豆
島
町
の
文
化
財

　明王
寺
釈
迦
堂（
国
指
定
重
要
文
化
財
）明王寺釈迦堂
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香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
で
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
施
行
お
よ
び
運
営
に

関
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
し
て
い
る
方
の
代
表
者

の
１
人
と
し
て
、
意
見
を
述
べ

て
い
た
だ
く
懇
話
会
の
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

２
名

募
集
期
間

　

４
月
15
日
㈮
～
５
月
16
日
㈪

応
募
資
格　

香
川
県
内
に
住
所

　

を
有
す
る
満
75
歳
以
上
の
方

　
（
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
）

応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙

　

に
記
入
の
上
、
香
川
県
後
期

　

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
郵

　

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル

　

ま
た
は
持
参
で
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。

そ
の
他　

募
集
要
項
・
応
募
用

　

紙
は
、
健
康
づ
く
り
福
祉
課

　

お
よ
び
池
田
窓
口
セ
ン
タ
ー

　

に
あ
り
ま
す
。

※
香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

香
川
県
後
期
高
齢
者

　

医
療
広
域
連
合

　

☎
０
８
７
︱
８
１
１
︱
１
８
６
６

　

20
歳
に
な
る
と
、
学
生
の
方

も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学

生
の
皆
さ
ん
は
、
収
入
が
な
い

場
合
が
多
い
た
め
、
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

国
民
年
金
制
度
で
は
、
在
学

中
の
保
険
料
を
社
会
人
に
な
っ

て
か
ら
後
払
い
が
で
き
る
「
学

生
納
付
特
例
制
度
」
を
設
け
て

い
ま
す
。

　

納
付
特
例
が
一
度
承
認
さ
れ

た
方
に
つ
い
て
は
、
翌
年
度
以

降
、
在
学
期
間
中
は
毎
年
ハ
ガ

キ
形
式
の
学
生
納
付
特
例
申
請

書
が
日
本
年
金
機
構
よ
り
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

初
め
て
学
生
納
付
特
例
を
申
請

さ
れ
る
方
、
学
校
が
変
わ
ら
れ

た
方
な
ど
は
、
住
民
票
を
登
録

し
て
い
る
市
区
町
村
の
国
民
年

金
担
当
窓
口
ま
た
は
年
金
事
務

所
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
持
参
物

　
（
ハ
ガ
キ
形
式
以
外
の
方
）

　

学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
、

年
金
手
帳
、
認
印

　

平
成
28
年
４
月
～
平
成
29
年

３
月
分
の
国
民
年
金
保
険
料
額

は
月
額
「
１
６
，２
６
０
円
」
で

す
。
保
険
料
の
納
付
先
は
、
金

融
機
関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
便
利
で
お
得
な
「
口
座

振
替
」、「
前
納
制
度
」
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
高
松
東
年
金
事
務
所

　

国
民
年
金
課

　

☎
０
８
７
︱
８
６
１
︱
３
８
６
６

◦
住
民
課　

住
民
年
金
係

☎
82
︱
７
０
０
５

◦
池
田
窓
口
セ
ン
タ
ー

☎
75
︱
０
５
５
７

国
民
年
金
保
険
料
改
定
の

お
知
ら
せ

学
生
納
付
特
例
制
度
の

申
請
に
つ
い
て

　
『
香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

懇
話
会
の
公
募
委
員
』
募
集

　

75
歳
以
上
の
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
な
い
方
を
対
象
に
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
実
施
し
、

心
身
の
機
能
の
衰
え
が
あ
る
と

判
断
さ
れ
た
方
に
は
、
介
護
予

防
運
動
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
回
答
し
、

４
月
30
日
㈯
ま
で
に
役
場
や
各

地
区
公
民
館
に
あ
る
回
収
箱
に

投
函
い
た
だ
く
か
、
同
封
の
返

信
用
封
筒
で
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー  

☎
82
︱
７
０
０
６

介
護
予
防
の
た
め
に

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う

介
護
予
防
の
た
め
に

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
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皆さんからの情報をお待ちしています。
企画財政課　広報秘書係　☎75−1800

　３月３日、役場内海庁舎において、平成27年度小豆
島町教育委員会表彰が行われました。
　教育委員会表彰は、教育分野に貢献またはこの１年間
に優秀な成績を挙げた団体・個人を表彰するもので、６
団体と27名の方に表彰状が贈られました。
　今年度は、小豆島高校野球部や陸上部などといった全
国の舞台で活躍する子どもたちが多く、さらには、統計
や音楽といった分野でも優秀な成績を残し、文化面で

教 平成27年度教育委員会表彰

育分野での活躍を賞して

も、小豆島の子どもたちの多彩な才能が発揮されまし
た。
　また、俳画や拳法を通じて、文化活動、社会体育活
動に尽力し、町の社会教育の進展に寄与された南重子
さん、川西基雄さんが受賞されました。
　子どもたちの活躍につきましては、広報２月号掲載
の「小豆島を元気にする児童・生徒の活躍」をご覧く
ださい。

　３月９日、かねてより整備中だったオリーブ公園の遊
具が完成し、遊具完成セレモニーが、オリーブ公園遊具
広場において開催されました。
　以前の遊具は、オリーブ公園開園時から設置されてい
たもので、老朽化が進んでいました。
　セレモニーでは、草壁保育園の鼓笛隊が演奏を披露し
たり、町内の４幼稚園の代表園児たちが関係者らとテー
プカットを行いました。
　最後は、４月から小学１年生になる園児たちの夢を託
した風船が空に飛ばされ、遊具完成を祝いました。

子 オリーブ公園遊具完成セレモニー

どもたちの夢を託して

　

小
豆
島
町
観
光
協
議
会
が
島
内
の
観
光
施
設
や
船
舶
に
設
置
し

た
観
光
ポ
ス
ト
に
、
観
光
客
の
方
な
ど
が
投
句
さ
れ
た
観
光
俳
句

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
選
句
さ
れ
ま
し
た
。

　　

小
豆
島
観
光
俳
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
塚
元
三
・
柴
田
礼
美　

選

　　
特
選
（
三
句
）

　

オ
リ
ー
ブ
の
か
が
や
き
に
透
け
春
の
潮　

高
知
県　

橋
田　

憲
明

　

（
評
）
銀
色
に
揺
れ
る
オ
リ
ー
ブ
の
葉
影
か
ら
、
眼
下
の
瀬
戸

　
　

の
海
に
か
が
や
く
春
の
潮
の
息
吹
を
感
じ
と
る
作
者
。

　

風
光
る
島
へ
渡
舟
の
一
過
客　
　
　
　

香
川
県　

原　
　
道　
子

　

（
評
）
陽
光
の
中
、
静
か
な
瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
小
舟
の
上
の

　
　

吾
身
を
「
奥
の
細
道
」
の
過
客
に
た
と
え
、
一
期
一
会
を
楽

　
　

し
ん
で
い
る
様
子
が
目
に
浮
か
ぶ
。

　

春
昼
の
こ
う
じ
菌
棲
む
醤
油
蔵　
　
　

高
知
県　

伊
野
部
哲
也

　

（
評
）
醤
油
蔵
の
屋
根
瓦
は
酵
母
菌
で
染
ま
り
、
醤
の
香
り
が

　
　

漂
う
。
こ
う
じ
菌
で
小
豆
島
の
春
を
み
ご
と
に
切
り
取
っ
て

　
　

い
る
。

　
佳
作
（
六
句
）

　

遍
路
憩
ふ
杖
よ
り
低
く
身
を
屈
め　

香
川
県　
　

村　
川　
　
昇

　

オ
リ
ー
ブ
の
原
木
太
し
島
の
夏　
　

香
川
県　
　

田
村　

節
子

　

海
臨
む
真
白
き
風
車
風
薫
る　
　
　

静
岡
県　
　

赤
堀　

賢
司

　

寒
霞
渓
な
な
め
に
切
っ
て
夏
燕　
　

神
奈
川
県　

丸
山　

克
彦

　

断
崖
の
根
が
木
を
掲
げ
紅
葉
山　
　

静
岡
県　
　

山
口　

昭
利

　

日
脚
伸
ぶ
分
教
場
の
古
き
椅
子　
　

栃
木
県　
　

丹
野　

セ
ツ

※
平
成
27
年
１
月
～
平
成
28
年
１
月
分　

投
句
数　

８
３
１
句

　

今
回
か
ら
、
真
砂
松
蔭
先
生
の
ご
推
薦
に
よ
り
、
中
塚
元
三
さ

ん
、
柴
田
礼
美
さ
ん
に
共
同
で
選
句
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
選

者
の
お
二
方
に
は
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

島
旅
に
一
句
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募
集

R
ecru

itm
en

t

　

初
め
て
手
話
を
学
ぶ
方
や
手

話
経
験
が
１
年
未
満
の
方
を
対

象
に
し
た
手
話
奉
仕
員
養
成
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

受
講
資
格

①
義
務
教
育
を
修
了
し
て
い
る
方

②
講
座
お
よ
び
手
話
サ
ー
ク
ル

　

体
験
・
聴
覚
障
害
者
協
会
行

　

事
に
参
加
で
き
る
方

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

①
手
話
奉
仕
員
養
成
カ
リ
キ
ュ

　

ラ
ム
「
入
門
編
」
の
う
ち
出

　

席
率
70
％
以
上

②
手
話
サ
ー
ク
ル
体
験
参
加
５

　

回
以
上

③
聴
障
協
会
関
連
行
事
参
加
３

　

回
以
上

　
（
②
③
は
講
座
期
間
中
～
年
度

末
。
①
～
③
を
全
て
ク
リ
ア
す

れ
ば
入
門
編
修
了
。）

※
入
門
編
修
了
後
に「
基
礎
編
」

　
（
平
成
29
年
５
月
～
平
成
30
年

２
月
）
の
受
講
が
可
能
。

定
員　

40
名
（
定
員
を
超
え
た

　

場
合
は
抽
選
に
て
決
定
）

受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
テ

　

キ
ス
ト
代
・
補
助
教
材
費

　

４
，３
２
０
円
が
必
要
）

日
程　

５
月
21
日
㈯
～
平
成
29

　

年
１
月
21
日
㈯
の
基
本
毎
週

　

土
曜
日
（
祝
祭
日
除
く
）

【
全
22
回
】

時
間　

14
時
10
分
～
16
時
10
分

場
所　

土
庄
中
央
公
民
館

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
の
往

　

信
面
に
①
住
所
②
氏
名
（
ふ

　

り
が
な
）
③
年
齢
④
電
話
番

　

号
お
よ
び
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
⑤
受

　

講
希
望
会
場
「
小
豆
島
会
場
」

　

を
記
入
し
、
返
信
面
の
宛
名

　

欄
に
も
住
所
・
氏
名
を
記
入

　

の
上
、
左
記
へ
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

申
込
締
め
切
り

　

４
月
25
日
㈪
ま
で

申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
７
６
１
︱
８
０
７
４

　

香
川
県
高
松
市
太
田
上
町

　

４
０
５
︱

１

　

香
川
県
聴
覚
障
害
者
福
祉
セ

　

ン
タ
ー
「
手
話
奉
仕
員
養
成

講
座 

入
門
編
」
係

く
ら
し
の
情
報

月4
April

　

☎
０
８
７
︱
８
６
８
︱
９
２
０
０

　

ふ
０
８
７
︱
８
６
８
︱
９
２
０
１

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機

構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
で
は
海
外
で

活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

①
青
年
海
外
協
力
隊
／
日
系
社

　

会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

対
象　

満
20
～
39
歳 

②
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

対
象　

満
40
～
69
歳 

募
集
期
間　

４
月
１
日
㈮

　

～
５
月
９
日
㈪　

消
印
有
効

問
い
合
わ
せ
先 

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
四
国 

　

☎
０
８
７
︱
８
２
１
︱
８
８
２
４

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
説
明
会 

＆
映
画
無
料
上
映
会 

　

（
参
加
無
料
、
申
し
込
み
不

　

要
、
入
退
室
自
由
）

日
時　

４
月
17
日
㈰

　
　
　

13
時
～
17
時

　
（
青
年
／
シ
ニ
ア
と
も
に
）

場
所　

高
松
オ
リ
ー
ブ
ホ
ー
ル 

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.jica.go.jp/volu

nteer/sem
inar/shikoku

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　　　　　　　Hello everyone!　３月20日から瀬戸
　　　　　　　内国際芸術祭が始まりました。いよ
　　　　　　　いよ英語を実践で使えるチャンスが
　　　　　　　島内のあらゆるところで見られるよ
　　　　　　　うになります。ぜひ、勇気をもって笑
顔で　「H

ヘ ロ ー

ello, w
ウェルカム

elcome t
トゥー

o  S
シ ョ ー ド シ マ

hodoshima」と声をか
けてくださいね。

　さて今月からは地域おこし協力隊のP
パトリック

atrick T
ツァイ

sai
さんと私の二人で、すぐに使える英会話フレーズ、
海外の人が見て感じる島やアートにちなんだ英語等
をご紹介していきます。

　Setouchi Triennaleは瀬戸内芸術祭という表現に
使われる英語です。Triennaleとはイタリア語が語
源の言葉で、語頭にあるTriが３という意味を持ち

ます。３年に一度行う、という意味で、本芸術祭の
ように３年に一度のイベントなどに使われる言葉で
す。発音はトリエナ

−

ール、で「ナ」の部分にアクセ
ントを置きますが、時にこれに該当する英語表記 
　（triennial） の発音トラ

−

イエニアルを使用する場合も
あります。

　国際化チームでは瀬戸芸期間中、英語レッスンと
観光客対象の簡単なガイドを実体験で学ぶ、ウェル
カムサポーター養成のためのセミナーを開催してい
ます。レベルを問わずどなたでも大歓迎。次回の英
会話レッスンは４月13日18時から。詳しくは小豆島
観光協会までお問い合わせください。
Enjoy！　

小豆島町国際交流アドバイザー　　　　　
小豆島観光国際化アドバイザー　森川光与

～英語で小豆島を紹介しよう！～～英語で小豆島を紹介しよう！～
国際交流アドバイザー森川光与さんの

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

（
入
門
編
）
受
講
者
募
集
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相
談

A
d
v
ice

日
時　

４
月
13
日
㈬

　
　
　

18
時
～
19
時

　
（
受
付
：
17
時
30
分
～
）

場
所　

小
豆
島
ふ
る
さ
と
村

　

ふ
る
さ
と
荘
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容　

観
光
案
内
や
挨
拶
な
ど

　

の
英
会
話
を
学
び
、
瀬
戸
内

　

国
際
芸
術
祭
２
０
１
６
に
お

　

い
て
実
践
の
場
を
設
け
ま
す
。

講
師

◦
森
川　

光
与
氏
（
小
豆
島
観

第
２
回
英
会
話
セ
ミ
ナ
ー

「Y

よ
　
う
　
こ
　
そ

OKOSO S

小
　
豆
　
島

HODOSHIM
A

」

日
時　

４
月
24
日
㈰

　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

　
　
　

※
小
雨
決
行

集
合
場
所　

白
浜（
三
都
半
島
）

持
参
物　

水
筒
、
帽
子
、
タ
オ

　

ル
、
筆
記
用
具
な
ど

内
容　

砂
浜
の
植
物
な
ど
を
観

　

察
し
た
り
、
打
ち
上
げ
ら
れ

　

た
も
の
を
使
っ
て
ク
ラ
フ
ト

　

作
り
を
し
ま
す
。

参
加
費　

１
０
０
円（
保
険
料
）

定
員　

30
名

申
込
締
め
切
り　

４
月
20
日
㈬

※
一
般
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

土
庄
町
教
育
委
員
会
事
務
局

　

生
涯
学
習
課　

坂
本

☎
62
︱
７
０
１
３

日
時　

４
月
22
日
㈮

　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

場
所　

土
庄
中
央
公
民
館

定
員　

20
名

参
加
費　

無
料

持
参
物　

動
き
や
す
い
服
装
・

　

軍
手
・
ス
コ
ッ
プ

申
込
方
法　

参
加
を
ご
希
望
の

　

方
は
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

　

は
電
子
メ
ー
ル
で
①
参
加
日

　

②
参
加
者
氏
名
③
連
絡
先
を

　

記
入
の
上
、
左
記
へ
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
め
切
り　

４
月
21
日
㈭

　

12
時
ま
で

主
催　

香
川
県

問
い
合
わ
せ
先

　

香
川
県
環
境
政
策
課

　

☎
０
８
７
︱
８
３
２
︱
３
２
０
９

　

ふ
０
８
７
︱
８
０
６
︱
０
２
２
７

　

M
ail:kankyoseisaku

　

@
pref.kagaw

a.lg.jp

緑
の
カ
ー
テ
ン
育
成
講
習
会

憲
法
週
間
記
念
無
料
法
律
相
談

日
時　

４
月
27
日
㈬

　
　
　

10
時
～
16
時

受
付　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　

高
松
家
庭
・
簡
易
裁
判

　

所
庁
舎
１
階

相
談
方
法　

弁
護
士
に
よ
る
面

　

談
で
の
法
律
相
談

（
30
分
程
度
、
予
約
不
要
）

※
必
ず
受
付
時
間
内
に
受
付
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

香
川
県
弁
護
士
会
事
務
局

　

☎
０
８
７
︱
８
２
２
︱
３
６
９
３

日
時
・
場
所

・
４
月
８
日
㈮　

10
時
～
15
時

　

内
海
庁
舎　

研
修
室

◦
４
月
20
日
㈬　

10
時
～
15
時

　

池
田
庁
舎　

第
３
会
議
室

※
年
金
手
帳
・
年
金
証
書
・
振

込
通
知
書
な
ど
の
ほ
か
、
運
転

免
許
証
な
ど
ご
本
人
で
あ
る
こ

と
の
確
認
で
き
る
物
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
代
理
の
方
が
来
ら

れ
る
際
に
は
、
委
任
状
お
よ
び

依
頼
を
受
け
た
ご
本
人
で
あ
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
物
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課　

住
民
年
金
係

☎
82
︱
７
０
０
５

年
金
相
談
の
お
知
ら
せ

日
時　

４
月
14
日
㈭

　
　
　

10
時
～
16
時

場
所　

香
川
県
弁
護
士
会
館

相
談
方
法　

面
談
に
よ
る
相
談

　
（
30
分
以
内
）

※
電
話
相
談
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

申
込
期
限　

４
月
８
日
㈮
ま
で

　
（
完
全
予
約
制
）

主
催
・
申
し
込
み
先

　

香
川
県
弁
護
士
会
事
務
局

　

☎
０
８
７
︱
８
２
２
︱
３
６
９
３

遺
言
・
相
続
無
料
相
談

　

小
豆
地
区
消
防
本
部
で
は
、

新
指
令
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
伴

い
、
火
災
・
救
助
出
動
時
に
お

け
る
町
民
電
話
案
内
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
・
救
助
出
動
時
、
発
生

場
所
等
の
問
い
合
わ
せ
は
町
民

電
話
案
内
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
１
１
９
番
は
緊
急
通
報
専
用

で
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
な
ど

で
の
使
用
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

町
民
電
話
案
内
サ
ー
ビ
ス

☎
62
︱
７
１
１
９

町
民
電
話
案
内
サ
ー
ビ
ス

小
豆
島
自
然
観
察
会

　

光
国
際
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

◦
島
本　

瑞
生
氏 

（
小
豆
島
観
光
協
会
職
員
）

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

お
電
話
で
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い

主
催
・
申
し
込
み
先

　
（
一
社
）小
豆
島
観
光
協
会

　

☎
82
︱
１
７
７
５

日
時　

４
月
５
日
㈫　

19
時
～

場
所　

働
く
婦
人
の
家

内
容　

洋
服
に
合
わ
せ
た
コ
サ

　

ー
ジ
ュ
作
り
（
ピ
ン
ク
、黄
、

　

青
、白
、緑
の
中
か
ら
選
択
）

講
師　

土
肥　

真
由
美
氏

定
員　

16
名

参
加
費　

２
，０
０
０
円

（
材
料
費
込
み
）

申
し
込
み
先

　

働
く
婦
人
の
家

　

☎
82
︱
０
４
１
０

ブ
リ
ザ
ー
ド
フ
ラ
ワ
ー
教
室

「
入
学
式
用
コ
ラ
ー
ジ
ュ
」

　４月から診療開始する小豆島中央病院の診療費が小豆島
オリーブバスに導入されているＩＣカード「IruCa」で支
払いできるようになります。１枚のカードで路線
バスと診療費の精算ができます。また、病院内に
は現金をチャージする機械も設置していますので
ご利用ください。

小豆島中央病院の診療費が
イルカカードで支払いできます！
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町内の
発生状況

事故・火災・救急
【2月】

リサイクル用品の情報をお待ちしていま
す。環境衛生課（☎82−7008）

役場では品物を預かっておりません。
ご了承ください。

区　分
発　　生
負 傷 者
死 亡 者
火　　災
救　　急

件　数
6
6
0

9
11

0

3
3

00
12
48

3
100

0
130

1月からの
累　　計 昨年同期

【求めます】

畳	 	無償
CDウォークマン	 	無償
犬用ゲージ　室内用	 	無償
小豆島中学校男子制服　夏服、冬服170㎝		無償
子供用自転車　男子小学生用	 有、無
子供用自転車　女子用補助輪付	有、無

（2・3月受付分）
リサイクル情報

小豆島中学校女子制服160㎝、170㎝、
本棚、自転車小学５、６年生用、電
動ミシンはリサイクルできました。
ご協力ありがとうございました。

【譲ります】

電子レンジ	 無償
固定電話　子機なし	 無償
マッサージ機　チェア型	 有償	
南部鉄瓶　新品	 有償

みなさんからの （敬称略）寄　付
● 介護老人保健施設整備基金へ
　▷ＪＡ香川県内海地域女性部

お買い物は
地元商店を
使いましょう

４月　くらしのカレンダー

お買い物は地元商店を使いましょう

10月17日から23日は『薬と健康の週間』です

9月5日から11日までは『救急医療週間』、9月10日から16日までは『自殺予防週間』です

毎月19日は「食育の日」朝ごはん大好き　野菜大好き　小豆っこ

小豆島町は「平和の町小豆島町」を宣言しています！

　「瀬戸内しまラジ！」では、瀬戸内海と小豆島をはじめとした瀬戸内の
島々の魅力をお伝えしています。
　４月は「YOKOSO SHODOSHIMA ウェルカムサポーター」、「小豆島
のジェラート」、「本から生まれる一皿」、「生活にオリーブを」などの話題
をお届けする予定です。※放送内容は、変更になる場合があります。
　FM香川　周波数78．6MHz　毎週火曜日8：25～8：30
　「瀬戸内しまラジ！」の番組公式ブログ（http://shimaradio.seesaa.net/）
では、小豆島のホットなニュースをお届けしていますので、ぜひご一読く
ださい。

「瀬戸内しまラジ！」放送中

1日
2日
3日
4日
5日
6日
7日
8日
9日
10日
11日
12日

13日
14日
15日
16日
17日
18日

19日
20日

21日

22日

23日
24日
25日
26日

27日
28日
29日
30日

金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火

水
木
金
土
日
月

火
水

木

金

土
日
月
火

水
木
金
土

心配ごと相談所　　13：30〜15：30　内海庁舎1階　第1相談室

こころの悩み相談　14：30〜16：10　小豆総合事務所　東館1階デイケア室

心配ごと相談所　　13：30〜15：30　池田保健センター1階　保健指導室

いこいの場　　　　10：00〜12：00　　　　　　草壁公民館

特設人権相談所　　10：00〜15：00　　　　　 内海福祉会館

すくすくルーム　　10：00受付
　（対象児：平成28年２月生まれ）
ベビーサロン　　　10：00〜12：00　　　 　

イマージュセンター}
２歳児歯科健診　　13：30〜14：30　　　　イマージュセンター
　（対象児：平成25年９月〜平成26年２月生まれ）

行政相談　　　　　13：30〜16：00　池田保健センター1階　保健指導室
よろず小豆島サテライト　10：00〜16：00　内海庁舎1階　第1相談室

K
，
sキッチン（減塩） 10：00〜13：00　　　 池田保健センター

健康相談 9：30〜10：30　　　　　　　 草壁会館

健康相談 13：30〜14：30　　　　　　　 城山会館

健康相談 10：00〜11：00　内海庁舎1階　第1相談室

健康相談 10：00〜11：00　 　　吉田地区浜集会所
健康相談 10：00〜11：00　 　　　当浜第二集会所

行政相談　　　　　13：30〜16：00　内海庁舎1階　第1相談室
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人
の
動
きこ

の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

2
月
11
日
か
ら
3
月
10
日
ま
で

◎　
出　
　

生
（
６
人
）

【
お
め
で
た
】

　

赤
ち
ゃ
ん　
性
別　

保
護
者　

地　

区

山
口
太た

刀ち　

男　
貴　

大　
池　

田

八
倉
巻
敬け

い　

男　
健
太
郎　
蒲　

生

髙
尾
洋ひ

ろ

斗と　

男　
浩　

彰　
蒲　

野

丸
本
風ふ

う

介す
け　

男　
康　

介　
西　

村

大
澤
龍り

ゅ
う

雅が　

男　
裕　

也　　

橘

大
澤
虎た

い

雅が　

男　
裕　

也　　

〃

　

氏　

名　

歳　
届
出
人　
地　

区

萩　

壽
夫　
86　
ス　

テ　
池　

田

吉
元　

瀞　
89　
和　

子　　

〃

久
利
時
夫　
81　
美
津
子　　

〃

澁
谷
ア
イ　
97　
健　

治　
蒲　

生

八
木
一
利　
69　
一　

成　
室　

生

八
木
秀
夫　
96　
正　

人　　

〃

樋
口
武
敏　
64　
育　

子　
蒲　

野

吉
川
正
則　
82　
宏　

子　
西　

村

◎　
死　
　

亡
（
18
人
）

【
お
く
や
み
】

※
掲
載
辞
退
の
方
は
、
届
出
時
に
お
知
ら
せ

　

く
だ
さ
い
。

人　口　14,794 人　（△32人）

男　性　 7,014 人　（△ 4人）

女　性　 7,780 人　（△28人）

世帯数　 6,393世帯　（△17）

（４月１日現在（　）内は前月比）

井
上
冨
士
男　

95　
賢　

一　
神
懸
通

安
藤　

實　
84　
研　

一　　

〃

立
道
富
將　
80　
早　

苗　
草
壁
本
町

山
下
イ
チ
ヱ　

88　
佳　

男　
安　

田

原
田
政
則　
85　
宗　

幸　　

橘

鳥
居
靖
司　
80　
シ
ツ
子　
馬　

木

榎
木　

勝　
76　
嘉　

子　　

〃

山
田
忠
子　
102　
和　

正　
古　

江

川
田　

仁　
86　
泉　

香　
福　

田

藤
原
義
喜　
62　
洋　

子　　

〃

オリーブバスは、みんなのバスです。路線バスを利用しましょう。

長
々
と
引
用
し
た
冒
頭
は
、
在

住
三
日
目
の
晩
に
書
い
た
も
の

で
、
当
時
の
勤
務
先
に
提
出
し

た
課
題
だ
。
タ
イ
ト
ル
は
「
円

環
す
る
も
の
こ
そ
」。
数
日
の
間

で
島
を
ま
わ
り
、
少
子
高
齢
化
、

人
口
減
少
、
産
廃
問
題
な
ど
、

日
本
の
「
島
」
に
見
ら
れ
る
典

型
的
な
問
題
の
数
々
を
ま
の
あ

た
り
に
し
て
、
う
い
う
い
し
い

気
持
ち
で
ま
と
め
た
（
今
も
変

わ
ら
な
い
）
考
え
の
お
お
も
と

に
な
る
。
問
題
は
「
時
間
」
の

と
ら
え
方
の
変
化
に
あ
る
の
だ

ろ
う
。

　

そ
の
後
、
こ
の
考
え
は
、
島

内
の
特
に
第
一
次
産
業
に
従
事

し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
／
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
方
々
と
の
会
話
を
重

ね
て
よ
り
深
ま
る
こ
と
に
な
る
。

前
年
に
収
穫
を
終
え
た
作
物
が

翌
年
ま
た
育
つ
と
い
う
こ
と
。

代
々
積
み
重
ね
た
「
時
間
」
と

い
う
も
の
。
そ
れ
ら
が
確
か
に

あ
る
／
あ
っ
た
と
い
う
事
実
。

ま
た
、
自
ら
も
田
ん
ぼ
や
畑
を

す
る
中
で
少
し
ず
つ
展
開
を
見

せ
る
。
直
線
的
な
時
間
の
流
れ

の
合
理
さ
を
認
め
た
上
で
、
部

分
的
に
で
も
円
環
す
る
時
間
を

持
つ
こ
と
は
で
き
な
い
か
、
と
。

　

小
豆
島
に
転
勤
し
て
き
た
の

は
二
〇
一
五
年
六
月
。
今
、
豊

島
か
ら
数
え
て
三
年
と
一
〇
ヶ

月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。

ぼ
く
た
ち
が
か
つ
て
の
円
環
す

る
時
間
を
完
全
に
取
り
戻
す
べ

き
だ
と
は
思
わ
な
い
。
現
在
進

行
形
の
時
間
の
中
に
、
さ
さ
や

か
で
も
い
い
か
ら
円
環
す
る
も

の
を
意
味
づ
け
る
の
だ
。
そ
れ

が
今
の
ぼ
く
に
と
っ
て
は
一
本

の
木
だ
っ
た
り
す
る
。
一
冊
の

本
だ
っ
た
り
す
る
。
一
回
の
食

事
だ
っ
た
り
す
る
。
一
人
の
人

だ
っ
た
り
す
る
。
ひ
い
て
は
そ

れ
ら
が
集
積
し
て
い
っ
て
、
一

つ
の
島
に
も
影
響
を
与
え
ら
れ

れ
ば
よ
い
と
思
う
。

　

「
か
つ
て
、
時
間
は
円
環
す

る
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て

い
た
。
一
年
を
通
じ
て
、
日
本

で
あ
れ
ば
四
季
を
通
じ
て
、
ぐ

る
っ
と
ま
わ
っ
て
一
周
す
る
。

春
、
夏
、
秋
、
冬
が
過
ぎ
て
、

春
か
ら
ま
た
く
り
返
す
。
落
ち

こ
ん
だ
り
も
す
る
け
れ
ど
、
定

期
的
に
い
ろ
い
ろ
リ
セ
ッ
ト
さ

れ
て
、
再
び
ス
タ
ー
ト
を
切
れ

る
感
覚
が
、
ど
れ
ほ
ど
人
び
と

の
心
を
支
え
て
き
た
こ
と
か
。

だ
が
、
今
は
違
う
。
時
間
は
ま

っ
す
ぐ
伸
び
る
も
の
で
、
同
じ

こ
と
が
く
り
返
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
ス
タ
ー
ト
も
ゴ
ー
ル
も
な

い
ま
ま
、
前
へ
前
へ
と
進
ん
で

い
く
。
引
き
返
す
こ
と
は
で
き

な
い
。
失
っ
た
も
の
は
帰
っ
て

こ
な
い
。
ぼ
く
た
ち
は
今
、
円

環
す
る
時
間
で
は
な
く
、
過
去

か
ら
未
来
へ
と
続
く
直
線
的
な

時
間
の
中
を
生
き
て
い
る
。
生

き
さ
せ
ら
れ
て
い
る
―
―
。」

　

二
〇
一
二
年
七
月
、
豊
島
に

短
期
バ
イ
ト
で
入
っ
て
き
た
。

小
豆
島
を
元
気
に
！

　私の
提
言

佐さ

さ々

木き

　貴た
か

　宏ひ
ろ

さ
ん

現
住
所　

池
田

「
島
で
考
え
て
い
る
た
っ
た
一
つ
の
こ
と
」 No.61

◎　
婚　
　

姻
（
５
組
）

【
ご
結
婚
】

　

氏
名　

夫　
　

妻　
　

地　

区

森
上　

祐
基
・
有
里
子 

池　

田

野
島　

瞳
夢
・
沙　

弥 　

〃

岡
田　

起
彦
・
晶　

子 

安　

田

伊
藤　

広
志
・　

悠　

 

坂　

手

▽
訂
正
と
お
詫
び
△

　

広
報
し
ょ
う
ど
し
ま
３
月
号
20

ペ
ー
ジ
の
「
第
37
回
読
書
感
想
文

最
優
秀
賞
決
定
」
内
で
、

　

正
月
由
栞
（
安
田
小
４
年
）

と
あ
り
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
、

　

正
月
由
栞
（
星
城
小
４
年
）

で
す
。

　

訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。
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　（
は
じ
め
に
）

　

小
豆
島
町
が
誕
生
し
て
10
年

と
な
り
ま
す
。
私
は
、
小
豆
島

町
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
と
実
感

し
て
い
ま
す
。
こ
の
10
年
、
課

題
は
山
積
し
て
い
ま
し
た
が
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
課
題
に
向
き
合

い
、
一
歩
一
歩
で
は
あ
り
ま
す

が
、
着
実
に
前
進
す
る
こ
と
が

で
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

島
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
取
り

組
む
べ
き
課
題
に
つ
い
て
も
、

少
し
で
す
が
、
展
望
が
開
け
よ

う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
小
豆
島
町
と
小
豆

島
に
と
っ
て
大
切
な
年
で
す
。

も
ち
ろ
ん
毎
年
、
ど
の
年
も
大

切
な
の
で
す
が
、
今
年
は
と
り

わ
け
大
切
な
年
に
な
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
人
口

減
少
を
は
じ
め
大
き
な
課
題
を

抱
え
る
小
豆
島
が
、
今
年
、
課

題
を
克
服
す
る
一
歩
を
記
す
こ

と
が
で
き
る
年
に
な
る
と
考
え

る
か
ら
で
す
。

に
な
る
も
の
で
す
。
医
療
が
あ

っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
が

開
け
て
く
る
は
ず
で
す
。
島
民

み
ん
な
の
力
で
新
し
い
病
院
を

成
功
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
二
に
、
来
年
４
月
に
開
校

す
る
小
豆
島
中
央
高
校
の
準
備

を
進
め
る
の
が
今
年
で
す
。
島

の
未
来
を
担
う
若
者
が
逞
し
く

育
つ
高
校
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で

す
。
小
豆
島
高
校
が
、
春
の
全

国
選
抜
高
校
野
球
大
会
に
初
め

て
出
場
す
る
こ
と
は
、
新
し
い

高
校
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
、
高
校
だ
け
で

な
く
、
小
豆
島
の
教
育
の
こ
れ

か
ら
に
つ
い
て
、
大
い
に
議
論

を
し
て
方
向
づ
け
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

第
三
に
、
３
月
20
日
か
ら
三

回
目
の
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
芸
術
祭
は
、

小
豆
島
の
魅
力
と
可
能
性
を
私

た
ち
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
、
小

豆
島
の
魅
力
と
可
能
性
を
日
本

と
世
界
に
発
信
す
る
、
大
切
な

機
会
に
な
る
は
ず
で
す
。

　

第
四
に
、
病
院
と
高
校
の
オ

ー
プ
ン
、
芸
術
祭
の
開
催
な
ど

に
あ
わ
せ
て
、
小
豆
島
の
バ
ス

の
運
賃
、
路
線
な
ど
が
刷
新
さ

れ
ま
す
。
公
共
交
通
の
見
直
し

は
、
小
豆
島
の
可
能
性
を
引
き

出
し
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

　

私
に
と
っ
て
、
ふ
る
さ
と
の

小
豆
島
に
戻
り
、
今
年
は
７
年

目
と
な
り
ま
す
。
小
豆
島
を
元

気
に
し
た
い
と
の
私
の
思
い
は
、

ま
だ
道
半
ば
で
す
。

　

先
般
発
表
さ
れ
た
国
勢
調
査

の
速
報
値
で
は
、
こ
の
５
年
間

も
、
小
豆
島
の
人
口
減
少
の
ス

ピ
ー
ド
が
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、

小
豆
島
町
は
県
内
の
自
治
体
の

な
か
で
最
も
人
口
減
少
率
が
高

い
も
の
で
し
た
。

　

こ
れ
を
見
る
限
り
、
小
豆
島

の
危
機
は
何
も
改
善
さ
れ
て
い

な
い
と
も
い
え
ま
す
。
し
か
し
、

こ
こ
数
年
、
移
住
者
、
特
に
若

い
移
住
者
が
多
い
と
い
う
、
明

る
い
兆
し
も
見
え
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　

昨
年
10
月
に
「
地
方
創
生
」

に
関
連
し
て
、
将
来
の
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
を
ま
と
め
ま
し
た
。
今

後
と
も
毎
年
人
口
の
１
％
に
あ

た
る
１
０
０
人
ほ
ど
の
移
住
者

が
続
く
と
仮
定
す
る
と
、
２
０

６
０
年
で
も
、
人
口
は
１
万
人

を
キ
ー
プ
し
、
何
よ
り
も
人
口

構
成
の
バ
ラ
ン
ス
が
維
持
さ
れ
、

高
齢
化
が
今
く
ら
い
に
抑
え
ら

れ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

人
口
が
減
少
す
る
こ
と
に
よ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
弊
害
が
生
ま

れ
ま
す
が
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の

通
り
、
人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド

を
少
し
緩
和
で
き
れ
ば
、
小
豆

島
の
魅
力
と
可
能
性
を
守
り
、

磨
き
、
活
か
し
て
い
け
る
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
小
豆
島
の
こ

れ
か
ら
は
、
自
分
た
ち
の
こ
と

は
自
分
た
ち
の
知
恵
と
力
で
解

決
す
る
と
い
う
強
い
意
思
を
も

っ
て
、
正
し
い
政
策
、
施
策
を

着
実
に
、
地
道
に
や
っ
て
い
き

さ
え
す
れ
ば
、
可
能
性
に
満
ち

た
も
の
だ
と
私
は
確
信
し
て
い

ま
す
。

　

そ
れ
で
は
平
成
28
年
度
の
予

算
案
の
考
え
方
を
説
明
し
ま
す
。

　（
予
算
の
規
模
）

　

28
年
度
予
算
案
の
歳
入
歳
出

の
規
模
は
、
１
０
４
億
６
千
９

百
万
円
で
す
。

　

は
じ
め
て
１
０
０
億
円
を
超

え
ま
し
た
。

　

前
年
度
に
比
べ
、
12
億
６
千

３
百
万
円
、
13
・７
％
の
増
で
す
。

当
初
予
算
案
の
他
に
、
一
億
総

活
躍
社
会
の
実
現
と
地
方
創
生

平
成
28
年
度

　施
政
方
針

　（全
文
）

︱
小
豆
島
を
21
世
紀
の

日
本
と
世
界
の
「
希
望
の
島
」
に
︱

小豆島がこれから発展していく基盤になる
小豆島中央病院

　

第
一
に
、
小
豆
島
中
央
病
院

が
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

何
も
し
な
い
で
い
た
ら
、
内
海

病
院
も
、
土
庄
中
央
病
院
も
成

り
立
た
な
い
よ
う
に
な
り
、
小

豆
島
か
ら
二
次
医
療
を
担
う
病

院
が
な
く
な
っ
て
い
た
と
思
い

ま
す
。
新
し
い
病
院
は
、
小
豆

島
の
医
療
を
確
保
す
る
上
で
重

要
な
だ
け
で
な
く
、
小
豆
島
が

こ
れ
か
ら
発
展
し
て
い
く
基
盤
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の
取
組
み
を
加
速
す
る
た
め
、

国
の
補
正
予
算
と
し
て
成
立
し

た
「
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
」

に
つ
い
て
、
27
年
度
の
補
正
予

算
に
提
案
す
る
た
め
の
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
予
算
の
規
模
が

大
き
く
な
っ
た
の
は
、
国
の
地

方
財
政
措
置
が
し
っ
か
り
し
て

い
る
間
、
ま
た
、
小
豆
島
町
の

財
政
が
安
定
し
て
い
る
間
に
、

将
来
を
見
越
し
た
政
策
と
施
策

を
実
施
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と

考
え
る
か
ら
で
す
が
、
懸
案
で

あ
る
新
庁
舎
関
連
の
整
備
、
苗

羽
地
区
に
整
備
す
る
認
定
こ
ど

も
園
の
建
設
事
業
が
行
わ
れ
る

こ
と
も
予
算
が
大
き
く
な
っ
た

要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
豆
島
町
の
予
算
の
財
源
の

う
ち
、
自
主
財
源
は
３
割
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。
７
割
は
国
な
ど
か

ら
の
交
付
税
、
補
助
金
、
町
債

な
ど
で
す
。
町
債
に
つ
い
て
も
、

国
が
手
厚
く
償
還
財
源
を
交
付

税
で
手
当
て
し
て
く
れ
て
い
る

か
ら
こ
そ
発
行
が
可
能
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

幸
い
、
28
年
度
も
、
国
は
、

　
「
地
方
創
生
」
や
市
町
村
合
併

支
援
な
ど
の
観
点
か
ら
、
厳
し

い
財
政
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

地
方
自
治
体
の
財
政
支
援
を
行

っ
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

国
の
財
政
支
援
が
手
厚
い
間
に
、

小
豆
島
町
と
し
て
、
や
っ
て
お

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
事
業
は
、

積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
新
規
町
債
発

行
額
は
、
19
億
８
千
７
百
万
円

で
、
28
年
度
末
の
町
債
残
高
は
、

１
２
３
億
８
千
２
百
万
円
と
な

る
見
込
み
で
す
。
こ
の
う
ち
23

億
２
千
２
百
万
円
は
、
内
海
病

院
会
計
の
町
債
が
一
般
会
計
に

移
行
し
た
も
の
で
す
。
町
債
の

発
行
が
前
年
度
に
比
べ
増
え
る

の
は
、
内
海
病
院
の
改
修
や
認

定
こ
ど
も
園
の
建
設
等
に
よ
る

も
の
で
す
。

　

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
が
８

億
９
千
３
百
万
円
の
赤
字
と
な

り
ま
す
が
、
例
外
的
に
や
む
を

得
な
い
も
の
で
あ
り
、
ご
理
解

を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

28
年
度
末
の
基
金
残
高
は
、

61
億
１
千
５
百
万
円
を
見
込
ん

で
お
り
、
前
年
度
末
に
比
べ
減

額
と
な
り
ま
す
が
、
合
併
時
の

残
高
が
34
億
７
千
２
百
万
円
で

あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
必

要
な
基
金
残
高
は
確
保
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

財
政
の
健
全
性
を
判
断
す
る

実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負
担

比
率
に
つ
い
て
も
、
国
の
定
め

る
基
準
を
大
き
く
下
回
る
見
通

財
政
に
と
っ
て
も
実
は
深
刻
な

課
題
で
す
。
そ
の
こ
と
を
私
た

ち
は
き
ち
ん
と
認
識
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

健
康
で
あ
る
こ
と
は
、
ひ
と

り
ひ
と
り
の
暮
ら
し
の
上
で
も

一
番
大
切
な
こ
と
で
す
。
多
く

の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
は
、
で
き

れ
ば
地
域
社
会
で
の
活
躍
の
場

を
求
め
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
の
仕
組
み
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
支
援
が
必
要
な
高

齢
者
や
こ
ど
も
た
ち
の
お
世
話
、

教
育
や
農
業
な
ど
の
分
野
で
、

高
齢
者
の
活
躍
の
場
が
あ
れ
ば
、

健
康
を
維
持
で
き
る
し
、
高
齢

者
パ
ワ
ー
が
福
祉
・
教
育
・
農

業
の
抱
え
る
問
題
の
解
決
に
も

貢
献
す
る
は
ず
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
高
齢
者
な
ど
が

地
域
社
会
で
活
躍
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
が
同
時
に
、
医
療
費

や
介
護
費
の
増
加
の
抑
制
に
も

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

小
豆
島
の
最
大
の
課
題
の
ひ

と
つ
は
、
二
つ
の
公
立
病
院
の

医
師
不
足
の
解
消
と
経
営
赤
字

の
改
善
で
し
た
。
小
豆
島
の
人

口
規
模
で
は
、
二
つ
の
病
院
を

一
つ
に
し
、
医
師
を
こ
こ
に
集

中
し
、
経
営
を
改
善
す
る
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。

　

幸
い
、
島
民
の
皆
さ
ん
の
合

意
が
得
ら
れ
、
ま
た
香
川
県
、

香
川
大
学
な
ど
が
全
面
的
に
応

援
し
て
い
た
だ
き
、
こ
の
４
月

か
ら
小
豆
島
中
央
病
院
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。
院
長
に
な
ら
れ

る
佐
藤
小
豆
島
中
央
病
院
企
業

長
の
ご
尽
力
に
よ
り
必
要
な
医

師
も
確
保
さ
れ
ま
し
た
。
後
は
、

島
民
の
皆
さ
ん
が
こ
の
病
院
を

利
用
し
、
応
援
し
て
守
っ
て
い

く
こ
と
で
す
。

し
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
健
全
な

財
政
状
況
に
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　（
健
康
づ
く
り
）

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
あ

る
こ
と
が
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

で
す
。

　

ひ
と
り
ひ
と
り
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
た
め
に
も
大
切
で
す

が
、
町
全
体
が
発
展
す
る
た
め

に
も
、
町
全
体
が
健
康
で
あ
る

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

町
全
体
が
健
康
で
あ
る
と
は
、

自
然
、
文
化
、
伝
統
、
暮
ら
し
、

産
業
な
ど
が
守
ら
れ
、
磨
か
れ

て
、
発
展
す
る
こ
と
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
町
の
財
政
が
健
康

で
あ
る
こ
と
も
不
可
欠
で
す
。

　

町
の
財
政
が
健
康
で
あ
る
た

め
に
は
、
国
の
地
方
財
政
支
援

が
こ
れ
か
ら
も
安
定
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
前
提
で
す
。
私

た
ち
の
町
の
予
算
の
自
主
財
源

は
３
割
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
そ
の

意
味
で
、
国
の
財
政
状
況
、
国

の
経
済
な
ど
の
政
策
の
あ
り
方

を
、
私
た
ち
は
、
常
に
注
視
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

そ
の
国
の
財
政
状
況
に
、
医

療
費
や
介
護
費
の
増
加
が
深
刻

な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
医

療
費
や
介
護
費
の
増
加
は
、
国

だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
の
町
の

　

新
し
い
病
院
は
、
小
豆
島
の

医
療
提
供
の
中
心
で
あ
る
だ
け

で
な
く
、
小
豆
島
全
体
の
「
地

域
包
括
ケ
ア
」
を
実
現
す
る
中

心
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。「
地
域
包
括
ケ
ア
」
と
は
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

高齢者などが地域社会で活躍できる
まちづくりを目指します
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く
た
め
の
す
べ
て
の
施
策
を
総

括
す
る
も
の
で
す
。
健
康
づ
く

り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
、
在
宅
医

療
、
住
ま
い
、
高
齢
者
が
活
躍

で
き
る
場
づ
く
り
な
ど
す
べ
て

を
含
む
も
の
で
す
。

　

小
豆
島
町
、
土
庄
町
の
そ
れ

ぞ
れ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で

な
く
、
小
豆
島
全
体
と
し
て
の

　
「
地
域
包
括
ケ
ア
」
の
あ
り
方

を
、
小
豆
島
中
央
病
院
を
核
に

し
て
、
考
え
、
実
践
し
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。
来
年
度
予
算

案
に
は
、「
地
域
包
括
ケ
ア
」
の

実
現
に
必
要
な
医
師
確
保
、
経

営
支
援
な
ど
必
要
な
予
算
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　

内
海
病
院
跡
地
に
つ
い
て
は
、

新
庁
舎
と
し
て
活
用
す
る
と
と

も
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

診
療
所
な
ど
と
し
て
活
用
し
て

い
き
ま
す
。

　

ひ
と
り
ひ
と
り
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た

め
に
は
、
き
め
細
か
な
在
宅
サ

ー
ビ
ス
や
自
分
た
ち
で
取
り
組

む
健
康
づ
く
り
も
大
切
で
す
。

高
齢
者
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
や
軽

度
の
家
事
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
充

実
し
、
日
々
の
暮
ら
し
を
支
え

て
い
き
ま
す
。
オ
リ
ー
ブ
・
ヘ

ル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
活
か
し

た
「
は
つ
ら
つ
ウ
ォ
ー
ク
」、
40

歳
の
人
を
対
象
に
し
た
成
人
歯

科
健
診
な
ど
新
し
い
取
組
み
を

進
め
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
健
康

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
、
小

豆
島
は
他
の
自
治
体
に
比
べ
て

取
組
み
が
遅
れ
て
い
ま
す
。
障

害
の
あ
る
こ
ど
も
た
ち
の
教
育

や
ケ
ア
、
暮
ら
し
の
場
を
高
松

市
な
ど
に
頼
っ
て
い
ま
す
が
、

で
き
る
限
り
、
住
み
慣
れ
た
小

豆
島
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　（
子
育
ち
・
人
づ
く
り
）

　

小
豆
島
の
未
来
を
担
う
の
は
、

今
の
こ
ど
も
た
ち
で
あ
り
、
こ

れ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
こ
ど
も

た
ち
で
す
。

　

小
豆
島
は
、
子
育
ち
と
人
づ

く
り
、
そ
し
て
文
化
の
面
で
、

　
「
希
望
の
島
」
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
、

小
豆
島
高
校
野
球
部
が
「
21
世

紀
枠
」
出
場
校
に
選
ば
れ
、
春

の
全
国
選
抜
高
校
野
球
大
会
に

初
め
て
出
場
す
る
こ
と
は
、
画

期
的
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

小
豆
島
町
出
身
の
大
相
撲
琴

勇
輝
関
の
活
躍
は
、
こ
ど
も
た

ち
に
、
夢
を
持
ち
、
そ
の
実
現

に
向
け
て
一
生
懸
命
に
頑
張
れ

ば
夢
が
叶
う
こ
と
を
教
え
て
く

れ
て
い
ま
す
。

　

小
豆
島
町
の
こ
れ
か
ら
の
教

育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
昨

年
か
ら
設
置
さ
れ
た
小
豆
島
町

総
合
教
育
会
議
を
中
心
に
し
て
、

教
育
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
町

民
を
は
じ
め
、
広
く
内
外
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
議
論
し
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の

課
題
を
解
決
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
高
校
の
オ
ー
プ
ン
は
、

来
年
４
月
で
す
が
、
ど
ん
な
高

校
に
し
て
い
く
か
、
香
川
県
教

育
委
員
会
と
も
相
談
し
な
が
ら
、

準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
島

内
の
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
、
県
内

外
か
ら
も
生
徒
が
集
ま
る
、
魅

力
あ
る
高
校
に
な
っ
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

え
て
い
ま
す
。

　

教
育
環
境
の
充
実
に
向
け
て
、

学
校
司
書
１
名
を
新
た
に
採
用

し
、
小
中
学
校
を
巡
回
し
な
が

ら
、
こ
ど
も
た
ち
の
読
書
の
時

間
を
増
や
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

子
育
ち
は
、「
す
く
す
く
子
育

ち
応
援
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。
プ
ラ

ン
は
、
つ
く
る
こ
と
だ
け
で
な

く
、
実
践
し
、
見
直
し
、
よ
り

よ
い
子
育
ち
を
実
現
す
る
こ
と

に
意
味
が
あ
り
ま
す
。
子
育
ち

は
、
家
庭
だ
け
で
な
く
、
地
域

全
体
で
こ
ど
も
た
ち
の
成
長
を

見
守
り
、
応
援
し
て
い
く
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な

取
組
み
が
地
域
で
実
践
さ
れ
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

来
年
度
は
苗
羽
幼
稚
園
と
内

海
保
育
所
を
統
合
し
て
、
苗
羽

小
学
校
内
に
新
し
い
認
定
こ
ど

も
園
を
建
設
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　

文
化
・
芸
術
の
振
興
は
、
小

豆
島
の
魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
。

小
豆
島
の
地
域
づ
く
り
と
「
地

方
創
生
」
の
基
盤
と
な
る
も
の

で
す
。
小
豆
島
に
培
わ
れ
て
き

た
文
化
に
は
素
晴
ら
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
、
正

し
く
評
価
し
、
そ
の
保
護
と
活

用
に
力
を
注
い
で
い
か
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。

「地域包括ケア」のあり方を考え
実践していこうと思います

　

特
別
支
援
学
校
を
小
豆
島
に

つ
く
る
こ
と
や
障
害
者
支
援
の

拠
点
と
な
る
施
設
の
あ
り
方
に

つ
い
て
研
究
を
し
ま
す
。
坂
手

の
「
遊
児
老
館
」
を
活
用
し
て
、

演
劇
な
ど
に
よ
り
、
障
害
者
の

可
能
性
を
伸
ば
せ
る
取
組
み
や

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
事
業
な
ど
も

行
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

甲子園初出場を決めた
小豆島高校野球部

　

小
豆
島
高
校
の
跡
地
に
つ
い

て
は
、
庁
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
設
け
、
教
育
へ
の
活

用
を
含
め
て
、
あ
ら
ゆ
る
可
能

性
を
模
索
し
、
小
豆
島
の
未
来

の
た
め
に
活
か
さ
れ
る
よ
う
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
こ
ど
も
た
ち
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
不
可
欠
で

す
。
小
中
学
校
で
の
演
劇
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
瀬
戸
芸
２
０
１
６

を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
教
育
の
実
践
な
ど
、
文
化

芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
た
く
さ

ん
持
て
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
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今
年
は
壺
井
栄
50
回
忌
の
年

で
す
。
壺
井
栄
50
回
忌
記
念
事

業
と
し
て
、
壺
井
栄
と
と
も
に

同
時
代
を
生
き
た
黒
島
伝
治
、

壺
井
繁
治
の
再
発
見
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
展
開
す
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
組
み
を
行
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　（
産
業
づ
く
り
）

　

小
豆
島
の
強
み
は
、
多
様
な

地
場
産
業
が
あ
る
こ
と
で
す
。

海
運
と
気
候
の
良
さ
を
活
か
し
、

江
戸
時
代
か
ら
続
く
醤
油
、
素

麺
づ
く
り
、
戦
後
の
食
糧
難
を

逆
手
に
と
っ
て
は
じ
め
た
佃
煮
、

そ
し
て
健
康
重
視
の
時
代
の
ニ

ー
ズ
に
応
え
た
オ
リ
ー
ブ
産
業

な
ど
で
す
。

　

小
豆
島
は
、
今
、
瀬
戸
内
国

際
芸
術
祭
な
ど
に
よ
り
全
国
、

世
界
の
注
目
を
集
め
、
新
し
い

病
院
が
オ
ー
プ
ン
す
る
な
ど
、

元
気
に
な
る
チ
ャ
ン
ス
を
得
よ

う
と
し
て
い
ま
す
が
、
何
よ
り

も
、
多
様
な
地
場
産
業
を
は
じ

め
、
そ
こ
に
住
む
人
々
が
豊
か

に
暮
ら
せ
る
産
業
が
元
気
で
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

オ
リ
ー
ブ
産
業
は
、
順
調
で

す
が
、
食
の
地
場
産
業
は
、
食

生
活
の
多
様
化
、
原
材
料
の
高

騰
な
ど
に
よ
り
、
苦
戦
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
商
店
街

も
苦
戦
し
て
い
ま
す
。
観
光
産

業
は
、
小
豆
島
が
持
っ
て
い
る

可
能
性
に
比
べ
て
、
素
晴
ら
し

い
資
源
を
活
か
し
き
れ
て
い
な

い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

来
年
度
は
、
こ
う
し
た
小
豆

島
の
産
業
の
活
性
化
に
向
け
て
、

島
の
内
外
の
有
識
者
の
知
恵
と

力
も
借
り
て
、
民
間
の
事
業
者

の
皆
さ
ん
と
、
活
性
化
策
を
本

格
的
に
検
討
し
、「
商
工
業
振
興

計
画
」
を
策
定
し
、
実
行
し
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

小
豆
島
町
に
は
商
工
業
の
振

興
の
条
例
が
あ
り
ま
す
。
長
い

間
休
眠
状
態
だ
っ
た
商
工
業
振

興
審
議
会
を
開
催
し
、
活
性
化

策
を
検
討
し
ま
す
。
審
議
会
は
、

町
議
会
の
議
員
、
商
工
会
役
員
、

学
識
経
験
者
な
ど
15
名
で
構
成

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
元
の
産
業
関
係
者
だ
け
で
な

く
、
小
豆
島
出
身
の
世
界
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
企
業
家
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
と
識
見

を
持
つ
皆
さ
ん
の
知
恵
と
力
を

結
集
し
ま
す
。
若
く
企
業
家
精

神
に
あ
ふ
れ
た
人
材
の
登
場
と

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
取
組
み
と
し
て
、

次
の
10
の
活
性
化
策
を
考
え
て

い
ま
す
。

　

地
元
商
店
の
活
性
化
に
つ
い

て
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を

発
行
し
、
地
域
の
消
費
を
拡
大

す
る
と
と
も
に
、
空
き
店
舗
の

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
支
援
、
地
元

商
店
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
を
支
援

し
ま
す
。

　

商
工
会
の
活
性
化
に
つ
い
て

は
、
商
工
会
の
一
本
化
に
よ
る

体
制
強
化
を
応
援
し
、
買
い
物

弱
者
の
た
め
の
「
ま
ご
の
手
マ

ー
ケ
ッ
ト
」
の
運
営
な
ど
を
引

き
続
き
支
援
し
ま
す
。

　

起
業
・
企
業
誘
致
に
よ
る
活

性
化
に
つ
い
て
は
、
小
豆
島
高

校
の
跡
地
利
用
の
検
討
、
新
規

事
業
者
に
対
す
る
準
備
資
金
の

補
助
、
専
門
家
に
よ
る
相
談
窓

口
で
あ
る
「
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」

を
開
設
し
ま
す
。

　

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
Wi

︱

Fi
利
用
の
拡
大
、
小
豆
島
ふ
る

さ
と
村
の
体
制
強
化
と
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
の
策
定
、
民
泊
の
調
査
・

研
究
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　

国
際
化
の
進
展
に
つ
い
て
は
、

観
光
施
設
を
含
め
た
観
光
案
内

板
の
多
言
語
化
、
ア
イ
パ
ル
香

川
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘

致
促
進
、
外
国
語
に
対
応
で
き

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
育

成
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

オ
リ
ー
ブ
産
業
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
小
豆
島
オ
リ
ー
ブ
公

園
の
体
制
強
化
と
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定
、
オ
リ
ー
ブ
ト
ッ
プ

ワ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
、

オ
リ
ー
ブ
を
用
い
た
健
康
長
寿

の
島
づ
く
り
事
業
を
推
進
し
ま

す
。

　

異
業
種
間
の
連
携
に
つ
い
て

は
、
農
業
者
や
漁
業
者
の
融
合

に
よ
る
観
光
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
、

飲
食
店
や
宿
泊
施
設
で
の
地
場

産
品
の
提
供
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　

人
財
育
成
に
つ
い
て
は
、
若

手
経
営
者
や
社
員
の
実
践
的
な

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、

島
出
身
の
優
れ
た
経
営
者
に
よ

る
経
営
塾
の
開
催
、
中
・
高
校

生
を
対
象
に
、
地
場
産
業
の
出

前
教
室
や
職
場
体
験
、
工
場
見

学
、
学
習
に
必
要
と
な
る
人
材

の
紹
介
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　

情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、
港

や
オ
リ
ー
ブ
ナ
ビ
で
の
物
産
展

の
開
催
、
首
都
圏
ア
ン
テ
ナ
シ

ョ
ッ
プ
の
積
極
的
な
活
用
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
の
展
開
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
メ

デ
ィ
ア
に
よ
る
発
信
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　
　（
農
業
の
再
生
と
復
権
）

　

農
業
を
は
じ
め
と
す
る
一
次

産
業
の
再
生
と
復
権
は
、「
地
方

創
生
」
の
本
質
的
な
課
題
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
小
豆
島

に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
日

本
全
体
の
課
題
で
す
。

　

一
次
産
業
が
衰
退
し
て
い
る

こ
と
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
理
由
が

あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
経
済
の
国
際
化

に
伴
い
、
一
次
産
業
の
国
際
競

争
力
が
弱
い
と
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

二
つ
目
に
、
科
学
技
術
の
進

歩
、
都
市
化
な
ど
に
よ
り
一
次

産
業
の
大
切
さ
を
私
た
ち
が
軽

視
し
て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

買い物弱者のための
「まごの手マーケット」

　

地
場
産
業
の
活
性
化
に
つ
い

て
は
、
オ
リ
ー
ブ
ナ
ビ
１
階
の
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
見
直
し
、

首
都
圏
で
の
販
路
拡
張
の
た
め

の
出
展
補
助
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
香

川
と
連
携
し
た
新
た
な
海
外
販

路
開
拓
、
地
場
産
業
活
性
化
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
、
地
域
振
興
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
企
業
訪
問

な
ど
を
引
き
続
き
実
施
し
、
充

実
し
ま
す
。
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三
つ
目
に
、
一
次
産
業
の
厳

し
さ
、
辛
さ
の
た
め
に
、
敬
遠

す
る
人
が
増
え
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

四
つ
目
に
、
若
者
が
都
市
に

向
か
い
後
継
者
が
得
ら
れ
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
次
産
業
の
衰
退
の
結
果
、

国
土
が
荒
廃
し
ま
し
た
。
美
し

い
風
景
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
有

害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
が
拡
大
し
、

魚
介
類
が
減
り
ま
し
た
。
こ
ど

も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
環
境

が
失
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

一
次
産
業
と
の
か
か
わ
り
で
育

ま
れ
て
き
た
地
域
の
文
化
や
伝

統
も
、
こ
の
ま
ま
一
次
産
業
の

衰
退
が
続
け
ば
、
守
る
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

ど
う
し
た
ら
一
次
産
業
の
再

生
と
復
権
が
実
現
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
。
国
の
政
策
の
あ
り

方
が
大
き
く
関
わ
っ
て
き
ま
す

が
、
自
治
体
の
立
場
か
ら
で
き

る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

高
齢
化
の
進
展
は
、
医
療
費

や
介
護
費
を
増
大
さ
せ
、
社
会

保
障
を
持
続
す
る
こ
と
が
難
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。
ア
ク
テ
ィ

ブ
な
高
齢
者
が
一
次
産
業
の
分

野
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
、
健

康
づ
く
り
に
も
な
り
、
一
次
産

業
の
再
生
と
復
権
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
ど
う
し
た
ら
そ
れ
が

可
能
に
な
る
か
真
剣
に
検
討
し
、

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

い
く
た
め
、
多
面
的
な
機
能
の

保
全
と
産
業
と
し
て
の
復
権
を

目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　（
文
化
・
ア
ー
ト
総
合
戦
略
）

　

今
年
は
、
瀬
戸
内
国
際
芸
術

祭
２
０
１
６
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ア
ー
ト
は
、
ア
ー
ト
そ
の
も
の

に
も
魅
力
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
以
上
に
ア
ー
ト
は
、
地
域
、

小
豆
島
の
魅
力
と
可
能
性
を
私

た
ち
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
、
小

豆
島
の
魅
力
と
可
能
性
を
全
国

と
世
界
に
発
信
し
て
く
れ
ま
す
。

　

今
年
の
芸
術
祭
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
醤
の
郷
、
坂
手
港
、
福

田
、
安
田
、
三
都
半
島
、
中
山

だ
け
で
な
く
、
池
田
港
、
草
壁

港
、
田
浦
、
堀
越
な
ど
、
小
豆

島
町
全
域
で
ア
ー
ト
が
展
開
さ

れ
ま
す
。
今
回
の
取
組
み
は
、

　
「
小
豆
島
町
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

小
豆
島
町
が
目
指
す
未
来
と

は
、
こ
ど
も
た
ち
が
輝
き
、
地

域
社
会
で
人
々
が
助
け
あ
い
、

豊
か
で
多
様
な
地
場
産
業
も
あ

る
、
持
続
可
能
な
社
会
の
姿
で

す
。
小
豆
島
の
素
晴
ら
し
い
自

然
、
文
化
、
伝
統
、
産
業
、
絆

が
守
ら
れ
、
磨
か
れ
、
世
代
を

超
え
て
引
き
継
が
れ
て
い
く
社

会
で
す
。
芸
術
祭
が
、
そ
の
き

っ
か
け
に
な
る
と
私
は
考
え
て

い
ま
す
。

　

小
豆
島
に
は
、
素
晴
ら
し
い

自
然
、
文
化
、
伝
統
、
産
業
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

江
戸
時
代
に
始
ま
っ
た
醤
油
づ

く
り
や
石
の
文
化
は
、
日
本
遺

産
や
世
界
遺
産
と
し
て
の
価
値

が
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
８
月
に
、
東
ア
ジ
ア

で
は
初
と
な
る
「
世
界
考
古
学

会
議
」
が
同
志
社
大
学
の
今
出

川
キ
ャ
ン
パ
ス
を
中
心
に
開
催

さ
れ
ま
す
。
そ
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
を
飾
る
プ
レ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・

プ
レ
ツ
ア
ー
を
小
豆
島
で
開
催

し
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
自
然
、

文
化
、
伝
統
、
産
業
の
魅
力
を

世
界
に
向
け
て
発
信
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
専
門
家
、
研
究

者
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
小
豆

島
の
文
化
遺
産
を
検
証
し
、
整

理
し
、
研
究
し
、
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　（
交
通
の
復
権
）

　

小
豆
島
が
元
気
に
な
り
、
元

気
で
あ
る
た
め
に
は
、
交
通
が

極
め
て
重
要
で
す
。
小
豆
島
の

発
展
は
、
瀬
戸
内
海
と
い
う
海

の
要
衝
の
ど
真
ん
中
に
小
豆
島

が
位
置
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。

　

海
上
交
通
が
弱
体
化
す
る
な

醤油粕を堆肥に利用したトマト

か
で
、
小
豆
島
は
今
も
厳
し
い

環
境
に
あ
り
ま
す
が
、
幸
い

　
「
海
の
復
権
」
を
テ
ー
マ
と
す

る
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
や
ジ
ャ

ン
ボ
フ
ェ
リ
ー
の
就
航
な
ど
に

よ
り
、
再
び
海
の
魅
力
と
可
能

性
に
人
々
は
気
づ
こ
う
と
し
て

い
ま
す
。「
海
の
復
権
」
と
海
上

交
通
を
守
る
取
組
み
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

　

小
豆
島
の
農
業
に
も
新
し
い

芽
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
安
田

の
郷
で
の
減
農
薬
栽
培
、
醤
油

粕
を
堆
肥
に
利
用
し
た
ト
マ
ト

栽
培
な
ど
、
新
し
い
取
組
み
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
オ
リ
ー
ブ

や
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
な
ど
に

取
り
組
む
移
住
者
の
皆
さ
ん
も

い
ま
す
。
中
山
で
は
、
棚
田
の

保
全
と
農
村
歌
舞
伎
の
伝
統
を

守
る
こ
と
が
一
体
と
な
っ
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

28
年
度
の
予
算
で
は
、
た
め

池
、
畑
か
ん
な
ど
の
基
盤
整
備
、

棚
田
な
ど
の
農
村
遺
産
の
保
全
、

有
害
鳥
獣
対
策
、
海
底
堆
積
ゴ

ミ
の
回
収
事
業
な
ど
、
一
次
産

業
を
守
り
、
環
境
を
回
復
し
て

運賃や路線など公共交通の
抜本的な見直しが行われます

　

島
内
の
交
通
に
つ
い
て
は
、

自
家
用
車
が
普
及
す
る
一
方
、

公
共
交
通
で
あ
る
バ
ス
の
運
賃

が
高
く
な
り
、
乗
客
が
減
る
と

い
う
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
ま
し

た
。
幸
い
小
豆
島
中
央
病
院
の

開
設
、
小
豆
島
中
央
高
校
の
開

校
を
機
会
に
、
運
賃
の
大
幅
値

下
げ
、
路
線
の
再
編
な
ど
、
公

共
交
通
の
抜
本
的
な
見
直
し
に

つ
い
て
、
島
民
の
皆
さ
ん
の
合

意
が
得
ら
れ
、
３
月
20
日
の
瀬



2016.4 別６

戸
芸
の
開
会
に
合
わ
せ
て
、
実

行
に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

大
勢
の
島
内
外
の
皆
さ
ん
に

公
共
バ
ス
を
利
用
し
て
い
た
だ

き
、
通
院
、
通
学
だ
け
で
な
く
、

買
い
物
な
ど
の
日
常
の
暮
ら
し

は
も
ち
ろ
ん
、
小
豆
島
の
魅
力

を
バ
ス
で
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
の
犠
牲
者
が
あ
と

を
絶
ち
ま
せ
ん
が
、
公
共
交
通

の
利
用
は
安
全
対
策
の
ひ
と
つ

で
す
。

　

通
院
、
通
学
の
安
全
を
確
保

し
、
島
の
周
遊
性
を
高
め
る
た

め
の
国
道
整
備
な
ど
も
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
　（
自
然
・
環
境
）

　

小
豆
島
の
魅
力
は
何
と
い
っ

て
も
１
０
０
０
万
年
の
浸
食
で

で
き
た
寒
霞
渓
、
そ
し
て
瀬
戸

内
の
海
な
ど
自
然
・
環
境
に
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
私
た
ち
の
文

明
が
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
と
す

れ
ば
、
そ
れ
は
自
然
・
環
境
を

大
切
に
し
て
い
な
く
な
っ
て
い

る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
農
林

水
産
業
の
弱
体
化
も
こ
の
流
れ

の
ひ
と
つ
の
結
果
だ
と
思
い
ま

す
。

　

ど
う
し
た
ら
流
れ
を
変
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

互
い
に
理
解
を
深
め
、
自
分
た

ち
の
力
で
地
域
を
元
気
に
し
て

い
く
取
組
み
が
は
じ
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

移
住
者
の
提
案
と
行
動
か
ら

空
き
家
・
空
き
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
始
ま
り
ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ト
ッ
テ
ィ
が
設
立
さ
れ
、

空
き
家
バ
ン
ク
サ
ポ
ー
ト
、
空

き
地
バ
ン
ク
の
運
営
、
体
験
移

住
の
家
運
営
な
ど
、
移
住
者
支

援
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
が
行

わ
れ
ま
す
。

い
ま
す
。

　

漁
港
・
港
湾
の
高
潮
・
津
波

対
策
、
住
ま
い
の
耐
震
改
修
、

避
難
路
の
整
備
な
ど
、
ハ
ー
ド

面
で
の
対
策
に
加
え
、
地
域
防

災
訓
練
の
実
施
や
災
害
物
資
の

備
蓄
な
ど
ソ
フ
ト
面
の
充
実
も

行
い
、
大
規
模
災
害
へ
の
備
え

を
万
全
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
を
解
決

し
て
い
く
上
で
、
同
和
問
題
の

早
期
解
決
や
男
女
共
同
参
画
の

実
現
は
、
と
て
も
大
切
な
テ
ー

マ
で
す
。「
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
」
を
つ
く
り
、
各
種
の
講

演
会
や
交
流
事
業
を
実
施
す
る

な
ど
、
人
権
啓
発
を
強
力
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
他
、
道
路
・
橋
梁
の
改

修
工
事
や
港
の
整
備
、
二
生
公

民
館
の
大
規
模
改
修
事
業
な
ど
、

住
民
生
活
と
係
わ
り
の
深
い
社

会
資
本
整
備
も
確
実
に
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　
　（
お
わ
り
に
）

　

以
上
、
平
成
28
年
度
予
算
案

を
中
心
に
、
平
成
28
年
度
の
施

策
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
考
え

方
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

冒
頭
で
も
触
れ
ま
し
た
が
、

今
年
は
、
小
豆
島
町
が
誕
生
し

て
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

「
平
和
」
と
「
文
化
」
と
「
希

望
」
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
小
豆
島

の
実
現
に
向
け
て
、
記
念
式
典

に
と
ど
ま
ら
ず
、「
壺
井
栄
・
黒

島
伝
治
・
壺
井
繁
治
再
発
見
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
「
平
和
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
の
開
催
、
石
倉
三
郎
主

演
映
画
「
つ
む
ぐ
も
の
」
の
上

映
会
な
ど
、
一
年
を
通
し
て
記

念
事
業
を
展
開
し
、
小
豆
島
の

魅
力
を
島
民
と
と
も
に
高
め
、

一
つ
の
物
語
に
し
て
発
信
し
て

い
き
ま
す
。

　

今
年
、
28
年
度
は
、
小
豆
島

が
大
き
く
飛
躍
で
き
る
年
で
す
。

時
代
は
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
大
切
な
も
の
を
守

り
、
変
え
て
い
く
べ
き
こ
と
は
、

大
胆
に
変
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

議
員
各
位
、
町
民
の
皆
さ
ま
、

島
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
得
て
、
小
豆
島
町
長
と

し
て
の
責
任
を
果
た
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
（
こ
の
施
政
方
針
は
、
平
成
28

年
第
１
回
小
豆
島
町
議
会
定
例

会
の
開
催
に
あ
た
り
、
平
成
28

年
度
予
算
案
並
び
に
関
連
諸
議

案
の
ご
審
議
を
お
願
い
す
る
に

際
し
て
、
町
政
運
営
に
対
す
る

所
信
を
述
べ
た
も
の
で
す
。）

地
道
な
取
組
み
を
ま
ず
は
始
め
、

続
け
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
寒

霞
渓
や
皇
子
神
社
社
叢
な
ど
、

小
豆
島
の
貴
重
な
自
然
と
環
境

を
学
び
、
守
り
、
活
用
す
る
取

組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　

産
官
学
民
の
共
同
に
よ
る
里

海
・
里
山
再
生
を
研
究
し
ま
す
。

空
き
地
、
空
き
家
の
活
用
に
よ

る
地
域
環
境
の
再
生
に
取
り
組

み
ま
す
。
一
般
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
　（
国
際
交
流
・
移
住
者
）

　

小
豆
島
が
元
気
に
な
っ
て
い

く
上
で
、
新
た
な
視
点
、
新
た

な
発
想
、
新
た
な
力
も
不
可
欠

で
す
。
国
際
交
流
や
移
住
者
の

皆
さ
ん
が
、
小
豆
島
の
魅
力
と

可
能
性
を
拓
い
て
く
れ
る
と
思

い
ま
す
。

　

島
々
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、

海
の
魅
力
を
世
界
に
発
信
す
る

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
、
そ
し
て

　
「
福
武
ハ
ウ
ス
」
の
ア
ジ
ア
・

ア
ー
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

構
想
は
小
豆
島
の
魅
力
と
可
能

性
を
高
め
る
で
し
ょ
う
。

　

昨
年
の
12
月
に
、
福
田
地
区

自
治
連
合
会
と
台
湾
・
桃
園
市

新
屋
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

　
「
新
屋
社
造
連
盟
」
が
「
友
好

社
区
協
定
」
を
結
び
、
地
域
と

地
域
、
人
と
人
が
直
接
交
流
し
、

NPO法人トッティが設立され
移住者支援のさまざまな取組みが行われます

　（
防
災
対
策
、
人
権
問

題
、
社
会
資
本
整
備
）

　

防
災
対
策
は
、
災
害
へ
の
住

民
の
不
安
を
和
ら
げ
、
日
々
の

暮
ら
し
を
守
っ
て
い
く
た
め
に

と
て
も
重
要
な
施
策
で
す
。

　

南
海
ト
ラ
フ
な
ど
の
巨
大
地

震
は
必
ず
起
こ
る
と
言
わ
れ
て
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